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一章　強がりが招いた予期せぬ展開








　もしかしたら自分には一生、恋はできないんじゃないか。

　滝たき川がわ理り沙さは、ふとそんなことを思った。

　同期入社の友人の結婚式が執り行われたホテル。二次会の会場となったラウンジは幸せオーラに満ち、新郎新婦の溢れんばかりの笑顔があちこちでお酒と一緒に振る舞われている。

　同期で一番乗り。しかも同期同士のカップルのため、披露宴のときから大盛り上がりだ。

「由ゆ香か子こ、本当におめでとう」

「ありがとう。さて、次はいったい誰の結婚かな？」

　新婦の由香子は、仲良くしている同期の女子が集まったテーブルにやって来て、みんなの顔をざっと見て微笑んだ。

「理沙なんて、いつ結婚してもおかしくないんじゃない？」

「えっ、私!?」

　いきなり名前をあげられた。理沙は目をまたたかせて自分を指差してから、胸の前で手をひらひらと横に振る。

「やだ、私は結婚なんてまだまだ」

「そうだよ。モテる女はそう簡単に結婚しないって。経験豊富なのが邪魔して、なかなか踏み切れないものだよ」

　否定した理沙に被せるようにした別の女子から「ね？」と同意を求められ、「モテないってば」と否定する。

「謙遜しなくていいから。理沙がモテなかったら誰がモテるっていうの？　恋愛経験は社内でもずば抜けてトップでしょ」

「そんなことないよ。ほかにいくらでもいるじゃない」

　指を折りながら、あれこれ名前を上げ連ねていく。

　理沙がこの手の話題を否定するのはいつもの流れだが、周囲はそう簡単に納得しない。

　目鼻立ちの整った派手な顔立ちの理沙は注目の的になりやすく、大学卒業後に入社した直後から男性のアプローチが絶えなかった。そのせいで先輩の女子社員に妬まれたため、社内の人間とは付き合わないと思い切って公言。ところが、それが転じて社外では遊び放題という噂に変わってしまった。

　恋愛経験も男性経験も豊富という尾ひれまでつき、噂がひとり歩きして五年。意地っ張りな性格も仇となり、いつの間にか、そのイメージに合う自分を演じるようになった。

　その実、男性経験はおろか、恋だってまともにしていないというのに。女子高から女子大に進学したため、男性との出会いが少なかったことも災いしている。

　社内をシャットアウトしたのなら社外で出会いを求めればいい。そう考えもしたけれど、普段の生活は職場と自宅アパートの往復がメイン。合コンに誘われたところで、女子高育ちのため男性に対する免疫は低く、上手に立ち回れない。

「それに、恋愛絡みのアドバイスもいつも的確だもん」

「や、それは……」

　理沙がモテると思い込んでいる友人たちから頻繁に恋愛相談を受けるため、ネットサーフィンで知識を仕入れているからだ。恋愛小説も理沙の教科書である。経験にはいっさい基づいていない。

「そういえば美み樹き、この前の彼とはどうなったの？」

「あ、そうだよね。その話、気になってたんだよね」

　理沙が話を逸らしたら、あっさりと流れが変わった。披露宴からアルコールが入っているみんなは、二次会でもどんどんお酒が進み、容赦なく生々しい話題になっていく。

　キスや体の相性がどうだとか、どんな体位が好きかだとか。理沙には全然わからない話なのに余裕ぶって頷いたり、たまに意見したりする。

　五年も経験豊富な女を演じてきたため、実は恋愛もセックスも未経験だと今さら言えない。プライドが邪魔して、どうにも引っ込みがつかなくなっていた。

　あからさまな話題のためアルコールの力を借りてノリよくついていくしかなく、理沙のお酒のピッチが上がっていく。シャンパンのグラスを次々と空け、理沙はふわふわとした感覚に身を委ねていった。
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「ほら、しっかり歩け」

　風かざ間ま蓮れん也やは酔いつぶれた理沙の体を支えながら、ラウンジを出た後、ホテルの部屋に彼女を連れてきた。

　くたりとなった体で風間にしなだれかかる理沙をベッドに寝かせ、自分もそこに座ってふぅと息をつく。

「ったく、飲み過ぎなんだよ」

　そう忠告しても、当の彼女はスヤスヤと夢の中だ。

　風間は、理沙の座る席とは別のテーブルにほかの同期たちといたが、やけにハイテンションに盛り上がる彼女たちの会話は否応なく耳に届いていた。

　アルコールが入っているとはいえ、体の相性がどうだとか好きな体位はなんだとか、かなり際どい話だ。

　それによると理沙は騎乗位が好きだという。男を支配する感覚が堪らないらしい。

　普段から気が強く、プライドの高い彼女らしい発言ではある。

　――が。そもそも理沙は、本当にそこまで経験が豊富なのだろうか。

　近頃の風間はそんな疑問を抱いている。

　ふたりは全国にショッピングセンターを展開する、大手の小売企業に同期として入社した。

　その当時、モデルのようにすらっとした体型に美しい顔立ちをした理沙は、群を抜いて目立っていた。連日のように男性社員からアプローチされるのも無理のない話。新入社員研修で同じ班になった風間も、三週間あまり一緒に過ごすうちに彼女が気になるようになっていた。

　でもそれは、彼女が美人だからではない。

　同じ班の仲間が課題を失敗して辞めようかと悩んだときに、誰よりも親身になって相談に乗ったのは理沙だった。みんなで観に行った映画で、ひとりこっそり泣くという涙もろさを見せられたこともある。見た目に反して話しやすく、気が強いくせに実は優しいという一面を見せられ、そのギャップに好きにならずにはいられなかった。

　ところが、立て続けにあった男性社員からのアプローチに、彼女は「社内の人間とは付き合わない」と言い放った。おかげで風間は、想いを封じ込める羽目に。

　そうして四年が過ぎ、理沙が風間の所属するマーケティング部に異動してきたのは一年前。諦めきれずにくすぶっていた想いが再燃するのはあっという間だった。

　同じ部署になってから彼女の仕事ぶりを間近で見たせいもある。たとえ難易度の高い仕事でも、決して投げ出さず最後までやり遂げ、後輩の面倒見もいい。責任感の強さから、たまに肩に力が入りすぎていることもあるが、そんな部分がかえってかわいく思えるのだ。

　しかし入社して五年が経過しても、社内の人間を相手にしないのは相変わらず。今も、しぶとく言い寄る男たちをつれない態度で遠ざけている。

　だが、恋愛経験が豊富なんて本当なのか？

　男と話すときにさっと目を逸らしたり、何気なく一歩遠ざかったりするような、気にして見ていなければ気づかないぎこちなさは、どうしてもそう思えないのだ。

　風間は疑惑の目で彼女を見下ろした。

　上気した頬にかかった髪をそっと指先ですくうと、理沙がもぞもぞと動き、小さく声を漏らす。

「……ん」

　いっそ、その艶やかな唇を今ここで奪ってやろうか。

　行き場のない欲望が顔を覗かせそうになり、理性でなんとか抑え込む。

「人の気も知らずに呑気だな」

　風間は冷蔵庫から取り出したミネラルウォーターのペットボトルを理沙の頬にそっとあてた。
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　頬に覚えた冷たさに驚いて目を開けると、理沙の視界をペットボトルが埋め尽くした。

「やっと起きたか。ほら、これでも飲んどけ」

「えっ」

　降ってきた声に慌てて起き上がったため、軽いめまいに襲われる。ぐらりと揺れた体を立て直して、その場に座った。

「風間くん？　……ここどこ」

　思いも寄らない人物が近くに座っていたため、思考が停止する。

　理沙が寝ていたのは綺麗にメイキングされたベッドの上。近くにはコンパクトなソファセットがあり、サイドボードの調度品や部屋の様子からホテルの一室だと思われた。

（――まさか）

　ハッとして自分の体を確認する。

「襲ってないって」

　理沙の挙動を不服に思ったのか、風間は顔をしかめた。

　彼の言うように、理沙は確かに洋服を着たままだった。結婚式に着ていたフレンチスリーブのワンピースは、裾も乱れていない。

　風間を見れば、ジャケットこそ脱いでいるがフォーマルなスーツ姿だ。

「……ごめん。ここは」

「二次会のホテル」

　間髪容れずに言われて、友人の結婚式の二次会がホテルのラウンジを貸し切って行われていた記憶が蘇った。お酒が入り、同期の友人たちと恥ずかしげもなくセックスの話で盛り上がったのは覚えている。

（でも、どうして……？）

　なぜ風間とホテルの一室にいるのか。

　入社したときから頭ひとつ抜きん出た優秀な風間は、今やエリート街道まっしぐら。同期の中でも一番の出世頭である。

　少し鋭さのある切れ長の目が素敵だと、女子社員の人気も抜群。ほどよく引きしまったすらりとした体躯も彼の魅力のひとつで、眉目秀麗を絵に描いたような男だ。不愛想に見えて話してみると気さくで紳士的な雰囲気なのもあり、同期から慕われている。

　すべてにおいて恵まれた星のもとに生まれたような風間が、どうして自分とこんなところにいるのか。理沙は不可解でならない。

「酔って『今夜はここに泊まるのー』って騒いだんだぞ」

「私が？」

　ギョッとして聞き返す。お酒はあまり強くなく、たまにタガが外れるのは自覚していた。自分を偽っているストレスなのかもしれないが、結婚式の二次会でそんな醜態を晒すなんてみっともない。

「飲みすぎだ」

　風間は頷いてから、理沙の頭をコツンと小突いた。

　パーソナルスペースに入り込まれたうえにいきなり触れられ、嫌でもドキッとさせられる。

「ごめんね、迷惑かけちゃったよね。でも、もう大丈夫だから」

　平静を装って謝りつつ、近づきすぎた風間からそそくさと離れる。

　チェックインした以上、ここに泊まっていこう。高級ホテルだからそれなりの値段はするだろうが、今夜は特別。たまには自分へのご褒美で、少しリッチな気分に浸るのもいい。

「なぁ、滝川」

　不意に名前を呼ばれて風間を見る。なにかを探るような鋭い眼差しは、会社で見せるのと同じ目だ。仕事と離れたホテルの一室で、いったいなにを聞かれるのだろうかと理沙は目をまたたかせる。

「前から気になってたんだけど、本当はそんなに経験なんてないんじゃないか？」

　まだ残るアルコールの仕業か、脳内がふわふわしてなんの話をしているのかわからない。

「経験って？」

　首を傾かせて聞き返す。

「なにって男だよ。社外で遊びまくってるって、本当は違うだろ」

　ギクッとして目が泳いだ。そんな指摘をされたのは初めてだし、いきなりにもほどがある。

「な、なんで」

　おかげで言葉に詰まり、唇が震えた。

「さっきの二次会での会話」

「聞いてたの!?」

「あんなに騒いでいたら嫌でも聞こえる」

　女子だけの会話だと思って、ついみんなのテンションが上がっていたのは事実。お酒を飲んでいたせいもあるだろう。エッチな話で盛り上がるのは避けられなかった。

「滝川の話だけ実態がないっていうか、知識を並べただけっていうか」

　心臓が縮み上がった。まるで誰かの手できゅっと捻られた感覚だ。

「そ、そんなことないっ！」

　あの手の会話で気づかれるわけがない。なにしろ入念に調べ上げているのだから。現に同期の女子たちだって、誰ひとり理沙を疑っていないだろう。

　そんな裏付けを盾にして、この五年間の自分を守るために必死になる。風間を相手にすると余計にそうなるのだ。

　異動してからのこの一年、理沙は風間に仕事を教えてもらってきた。自分の出来がそんなに悪いとは思わないが、的確な分析やリサーチをする風間にはまったく敵わない。

　理沙よりも長くマーケティング部にいる彼なら当然かもしれないが、同じ年に入社したのに大きく差をつけられて悔しい気持ちが先行してしまう。

　そのうえ風間は、社内でもモテる男ナンバーワンとの呼び声が高い。当然ながら恋愛経験も豊富だろう。

　仕事はもちろん、恋の経験数でも敵わないなんてカッコ悪すぎてプライドが許さない。だから絶対に未経験だとバレたくないのだ。

「そう？　本当はそんなに経験なんてないんだろう？」

「な、なに言ってるの？　ちゃんとあるんだから！」

　つい見栄を張って、嘘の上塗りをする。今さら後には引けない。

「ちゃんとね」

　風間が疑いを滲ませた目をして笑みを浮かべる。

「信じてないでしょ」

「そうだな。必死に否定すると余計にね」

「だってそれは風間くんが変な言いがかりをつけるから」

「言いがかりか」

　クスッと笑った肩が揺れる。理沙の言葉を全然信じていない様子だ。

「それじゃ俺の目が節穴なのかもしれないな。さっき起きたときだって、目を泳がせて顔を真っ赤にしてさ。普段からそうだけど、男を前にした滝川の反応は全然経験豊富に思えないんだよね。今、俺とこうしていても、初心な反応とか動揺がバレバレ」

　そう言いながら風間がベッドに手をつき、空いていた間合いを詰めてぐっと顔を近づける。

（キスされちゃう……！）

　端正な顔が近づき、理沙は堪えきれずに顔を背けた。

「ほら、今も」

　すぐに指摘され、ぐうの音も出ない。

「会社でもいつもそうだよな」

　いつもって……。風間の言葉がなんとなく引っ掛かる。

「私を観察してたの？　……どうして？」

「どうしてだと思う？」

　風間は挑戦的な眼差しで理沙を見つめた。目を合わせているだけで頬の温度が勝手に上がるような、どことなく熱を孕んだ目だ。

（もしかして風間くん、私のことが気になるとか……？）

　そう勘違いするような言い方と仕草だった。

　鼓動が猛スピードでリズムを刻んでいく。

（――やだ、まさかね）

　そんなわけはないと、すぐに否定する。これまでアプローチはされていないし、風間はそんな素振りを見せてもいない。

「経験豊富なふりをしてなにになる？　本当は違うんだろう？」

　このままだと恥ずかしい実態を暴かれるのは時間の問題だろう。スマートな風間に論破されて、木っ端微塵になる未来が予想できる。なーんだ、やっぱりそうか、全部嘘だったのかと笑われるのがオチだ。

（そんなのいや。絶対にバレたくない）

　はたから見たら馬鹿げたプライドだろうが、理沙には意地があった。

「……そ、それなら試してみる？　そうすればわかるでしょ？」

　破れかぶれだった。自分でもなにを言っているのかと、口にした途端後悔の嵐だ。

　でもそうして挑発する以外、疑惑を拭い去れる方法を思いつかない。

「試すって？」

「セックス」

　ストレートな単語が出てきたことに自分自身で驚く。すんなりとそんなワードを出せる自分が未経験のはずはないと、匂わせたい気持ちもあったのは確か。女性経験が豊富であろう風間に、初心だと思われたくない。

　でもその裏には、いくら誘ったところで品行方正な風間なら、後先考えずに手は出さないだろうという計算もあった。

　風間は一瞬呆気にとられたように目を見開き、次の瞬間にフッと笑う。

「本気で言ってる？」

　彼はまだ疑っているみたいで、どこか茶化す口調だ。

「本気」

　自信満々に頷いたが、内心ではお願い、早く引き下がって！　とヒヤヒヤである。

　駆け引きとはいえ、経験もないくせに自分から誘うような度胸がどこにあったのかと不思議でならない。

　でもここまで堂々と言っているのだから、風間だって理沙が未経験だとは思わないはず。きっと素直に認めてくれるに違いない。

　そんな期待を込めるものの、黙り込んだ風間との空間が息苦しくなり、理沙は耐えきれずに目を逸らした。

（こんな話、早く終わらせたいよ……）

　嫌な沈黙の中、ハラハラしながら風間をチラッと見る。すると、それまで冗談めかしていた彼の眼差しが熱っぽく変化していた。突然〝雄〟の匂いをプンとさせてきたのだ。

　いくら未経験とはいえ感覚的にわかった。そしてその変わりようが、理沙の緊張をじわりじわりと高めていく。

「滝川がそこまで言うなら」

　風間がネクタイを緩める。指の長い綺麗な手がやけにセクシーに見えるのは、この後に続く展開を予感したせいなのか。

　シュルッと小気味のいい音を立ててネクタイを引き抜き、彼はそれをベッド脇のフロアに放り投げた。

　腰を強く引き寄せられ、あっと思う間もなく視界が反転する。理沙はベッドに組み敷かれた。

「ひゃっ」

　いきなりだったため小さな悲鳴が漏れる。

「もう一度聞くぞ。本当にいいんだな」

「も、もちろん。どうやって感じさせてくれるか楽しみにしてる」

　余裕ぶって答えた。とにかく慣れていると思わせたい一心だ。

　挑発することで自分の主張の正しさをアピールしつつ、唇の震えにどうか気づかないでと願うばかり。

（でもきっと風間くんも、本気で抱こうなんて思ってないよね？）

　挑発されたから、駆け引きのつもりでこんなことをしているだけ。理沙の出方を試しているだけだろう。

「受けて立つよ」

　風間はおもしろいおもちゃでも見つけたような、楽しげな目をして微笑んだ。

　理沙の片方の肩を浮かせ、ワンピースのファスナーを下ろしていく。ジーッという音が理沙の嘘を暴くカウントダウンに聞こえるのは気のせいか。

（どこで止めるつもりなんだろう……）

　妙な闘争心はあるくせに緊張して体は強張り、鼓動は経験したこともないほどに速まる。強気なのは見せかけだけの鎧。そうわかっているくせに認めたくない。

　それもこれも、風間に本当の姿を知られたくないから。なにもかも敵わないなんて、絶対に嫌なのだ。

　強気な心と裏腹の恥ずかしさが最高潮に達したそのとき、ワンピースがはだけ両肩はもちろんブラジャーまで露わになった。

　手で隠したい衝動を懸命に抑え、唇を噛みしめる。しかしそれも束の間、鎖骨にキスを落とされて思わず体がピクンと跳ねた。

　ところどころに吸い付く風間の唇は時折ピリッとした痛みを刻み、少しずつ移動する。

　頭の中でこれまでに得た情報が、本のページをめくるかのごとく流れていく。正しい反応はどれなのか探しているうちにブラジャーがたくし上げられた。白い胸がまろび出る。

「やっ……」

　つい抵抗めいた声が漏れて、急いで口を押さえた。

（待って待って！　本気でこのままするの!?）

　風間がいつ〝冗談だ〟と言って笑うか待っていたのに、状況が思惑とはどんどんかけ離れていく。

「嫌って、自分から誘っておいてそれはないだろ」

　まったくその通りだと自分でも思うが、理沙は本音と建て前が真逆なのだ。

「ちょっと驚いただけだからっ」

　そう強がり、余裕をアピールする。このくらい平気だと自分に言い聞かせるしか、今の理沙にできることはない。

「でも、そういう反応は嫌いじゃない」

　風間は微かに笑みを浮かべ、胸のすぐ横をツツツと意味ありげに指でなぞる。くすぐったさに理沙が身をよじると、彼は片方の胸を手のひらで大きく包み込んだ。

「……ん」

　堪えたような吐息が自然と漏れる。

（ど、どうしよう……！　でも感じたらダメ。風間くんはきっと、もうすぐその手を止めるはずだから……）

　もう少しの我慢だと、自分に言い聞かせる。

「なに難しい顔して考え込んでるんだよ」

「えっ、やだな、なにも考えてなんて――っ」

　言い返した直後、胸の先端を風間の指がかすめ、言葉が喉の奥で張りつく。

「余計なことはすぐに考えられなくしてやるから」

　まるで勝利宣言。風間は不敵な笑みを浮かべ、触れるか触れないかのフェザータッチでウエストラインから胸の膨らみの際まで指を這わせていった。少しずつずらしながら指が素肌を往復して、それなのに肝心な部分には触れようとしない。

　キスを落としながら這う舌も同様。おへそを起点として胸もとに向かって移動していくくせに、膨らみの直前でＵターンしては戻っていく。たまに白い山を登ったかと思えば、頂点を避けて別の地点へ飛んでしまう。

　思わせぶりな指と舌の動きが、くすぐったいのとは違う感覚を理沙にもたらし、もどかしさが募っていく。体の芯が疼き、お腹のずっと奥の方が痺れる感覚だ。

（やだ、こんなのダメ……！）

　目を閉じ下唇を噛んでじっと耐えていると、風間がふっと笑みを漏らした。

「触ってないのに勃ってる」

「えっ」

　目を開けて彼を見ると固くなり始めた胸の先端が目に入り、顔がカーッと熱くなる。朱く色づいたそこは、触れてほしくて懸命に主張しているようだった。

「気持ちいいなら素直に感じていればいいのに」

「こ、このくらいで気持ちよくなんて！　寒いときだってそうなるの！」

　まだまだ全然だと、思い切り強がった。

　駆け引きのひとつだろうと思っていた風間の攻めの手が、どんどんエスカレートしていく。自分からこの状況を生み出した手前、プライドの高い理沙にはどうすることもできない。

「そ？　いつまでそう言っていられるかな」

　硬くさせた舌先で、風間はその先端をピンと弾いた。

「――ぁっ」

　思わず甘い声が漏れ、風間が意地悪な笑みを浮かべる。

「今のも感じてないって？」

「今のは呼吸しただけっ」

「呼吸か。滝川がどこまで耐えられるか楽しみだな」

　風間はクスッと笑い、色づいて震える胸の突起を口に含んだ。

「――っ」

　声だけはなんとか我慢したが、背筋が反り胸を突き出す格好になる。やわらかく生温かな舌が硬くなり始めた蕾をくにくにとしごき、もっと出てこいと命じる。

　唾液でたっぷりと濡らした指先でもう片方の先端も転がされ、押し寄せる快感をどうにも発散できない。ただ唇を噛みしめ、声を出さないようにと堪えるが、その我慢のせいで酸素を欲しがる肺が胸を大きく上下させる。

「我慢するなって」

「……我慢なん、て……」

〝してない〟が声にならない。でももしも言葉にしたら、きっと嬌声を隠しきれないだろう。

　気づけばワンピースは完全に脱がされ、不格好に外れたブラジャーとショーツだけの姿になっていた。

「本気でするよ？　いいのか？」

（風間くん、本気で私を抱くつもりなんだ……）

　もはや逃れられないと思い知る。

　シーツの上で足を滑らせてもがくようにしていると、腿の内側にするりと伸びた風間の手がショーツの上から理沙の秘所をなぞった。

「っぁ」

　微かに漏れた声は、もはや回収不能。続けざまに布の脇から彼の指が侵入した。

「やぁっ……！」

　ぬるっとした感触を覚えた瞬間、あられもない声が喉の奥から零れる。その指は割れ目に沿ってゆっくりと一往復した。

「今のも呼吸？」

　風間がククッと笑う。

「そ、そうだから」

　明らかに違っても認められない。『どうやって感じさせてくれるか楽しみにしてる』なんて上から目線で言った手前、そう簡単に屈せないのだ。

　つくづく意地っ張りだと自分でも思うが、あっさりと覆せない。

「ここ、すごい濡れてるけどね。下の口は素直なんだな」

　卑猥なことを言われて顔が熱くなる。

「ほら、そんな反応だってかわいいのにまだ認めないんだな」

　思いがけず〝かわいい〟と言われ、ぐっと言葉に詰まった。そんな形容詞は強気な自分に似合わない。

　風間は理沙の耳もとに唇を近づけ、「今もっと気持ちよくしてやるから」と吐息交じりにいたずらっぽく囁いた。

　どうされるのかと胸が勝手に高鳴るから堪らない。期待している証拠から目を逸らしたくなる。

　理沙の蜜をまぶすように、風間はそこでゆるゆると指を動かし始めた。ほかに神経を持っていき感じないようにしたくても、そこに意識が集中してしまう。

　声を堪えて身悶えていると、風間はもっとも敏感な部分を軽く摘まんだ。

　その瞬間、理沙の全身を激しい痺れが駆け抜ける。

「――あぁっ……そこはダメっ！」

「ダメって反応じゃないけど」

　未経験と言えど、そこがどんな場所なのかは理沙でも知っている。自分で触れたことだってある。でも、そのときとはわけが違う。

「気持ちいいならいいって、素直になった方が楽になると思うけど？」

「……気持ち、よくなん、てっ……ぁっ」

　意地悪に言われて必死に否定する。それを認めたら、すべてが一瞬で崩れてしまう。それだけは阻止しなくては――。

　ところがそんな理沙の想いを無視して、風間の指先が理沙の割れ目をゆっくりと往復する。襞をめくるようにして花弁を開き、浅い部分を掻き回した。

　もどかしくて、歯痒くて、ものすごく辛い。

　先ほど与えられた快感を期待している自分に気づいて動揺する。

（冷静にならなきゃダメっ）

　正気を取り戻そうとするが、風間のねっとりとしたいやらしい指使いが理沙の強がりを今にも取り払おうとしていた。指先を折り曲げ、蜜窟の入り口を執拗に擦る。

「いつまで意地を張っていられるかな」

　風間は楽しげにそう言い、閉じかけた理沙の足を容赦なく開かせた。

「やめてっ」

「そう言われてやめると思う？」

　クスッと笑った風間は、入り口のそばで息づく蕾をちょんと弾いた。

「――んっ」

　声にならない吐息が漏れる。触れられるのを密かに待っていたかのような反応は、風間にもバレているだろう。彼は包皮をそっと剥き、ぷっくりと顔を出したそれを丹念に指の腹で転がした。

　これまでとは次元の違う刺激を与えられ、体が波のようにうねる。シーツをぎゅっと握って耐えるが、我慢のリミッターが今にも外れそうになる。

「ぁっ、ん……はぁ……」

　跳ねる呼吸が甘い吐息に変わり、すっかり硬くなった花芽をしつこく擦られて、なにかが高まっていく未知の感覚が理沙を襲う。

「……あぁっ……それ、やめ……てっ」

「なんで」

「だっ、て……」

　どうなるかわからないから怖いと言いそうになり、かろうじて残る理性で止める。きっとこれが〝イク〟というものなのだろうと知識ではわかっていた。

　でも怖がっていたら経験がないとバレてしまう。

「ほら、イッていいから」

　風間が熱っぽい目で理沙を煽る。胸の頂でふるふると震える蕾に吸い付き、硬くした舌で転がした。花芽を弄ぶ指の動きは一気に激しさを増し、興奮の極致が訪れる。

「んんっ、あっ……はっ、も……ダメ、あぁ……」

「だからほら」

　お腹の奥の方がきゅうっと縮むような感覚が断続的にやって来て、理沙を高みへと導いていこうとする。どこまで上がっていけばいいのかわからない不安と、それ以上にもっとと求める気持ちがせめぎ合う。

　さらに激しくなっていく刺激が、大きな波のように訪れたその時――。快感ごと理沙を解き放った。

「――あああっ！」

　ぴくんぴくんと腰が跳ね、足が突っ張る。全身が弓のようにしなり、時が止まったような錯覚を覚える。理沙が初めて味わった絶頂だった。

　頭は真っ白。なんとも言えない甘美な余韻に包まれる中、呼吸だけ弾ませる。

「イッたね」

　今のが絶頂というものだったのだ。

（こんなの知らなかった……）

　知識だけでは、絶対にわかりようのない感覚だ。一人ではそこまで味わったことがなかった。

「でも、まだこれじゃ終わらないよ」

「……え？」

「え？　って、あたり前だろう？　始まったばかりじゃないか」

　上り詰めた場所からまだ下りきっていない理沙の蜜窟を風間の指が侵し始める。

「ちょっ、待って！」

　思わずきゅっと閉じた足はこじ開けられ、伸ばした手は風間の片手で容易くひとまとめにされた。

「待てって言われて素直に待つと思う？」

　意地悪な目をしているくせに、そこに熱が宿っているから性質が悪い。風間は口角を僅かに上げて、甘い芳香を放つ蜜壺にゆっくりと指を沈めていった。

「――っ」

　よく濡れているおかげで痛みこそないものの、初めて異物を受け入れる恐怖に喉の奥がひゅっと詰まる。全身が強張り息を呑んだ。

「……まさか滝川、初めてとかいう？」

　侵入の手を止め、風間が訝しげに理沙を見る。

「そ、そんなわけないでしょ」

「その割に狭いな」

　ヒヤッとせずにはいられない。

「それはその……久しぶりだから」

「へぇ、久しぶりね」

　信じていないような口ぶりが理沙を焦らせる。

「本当なのっ」

　必死になると余計に嘘っぽく聞こえるだろうが、そうならずにはいられない。

「まぁいいや。滝川は黙って感じていればいいから」

「感じてなんて」

「いないって？　こんなに濡らしておいて？　たった今イッたくせに？」

　事実を突き付けられ、反撃の言葉を失う。理沙は風間を悔しさいっぱいに見つめ返すしかできない。

　満足そうに微笑んだ風間が、理沙の奥深くに慎重に指を進めていく。

「ほんっと狭いな。でも心配するな、よく解してやるから」

　その言葉の通り、風間の長い指が理沙自身でも知らない部分の緊張をやわらかくしていく。

「それまでの間、滝川はこっちで感じてな」

　そう言うなり、すぐ近くにある花芯を指でくすぐった。

「あぁんっ」

　イッたばかりで敏感なうえ、気持ちよさを教えられてしまった理沙は、もう一度それを味わわされて嬌声を漏らす。膣がきゅっと狭まり、風間の指の存在をありありと感じた。

「っは、締め付けがすごいな。飲み込まれそう」

　間接を折り曲げた指が蜜壁をなぞると、徐々にそこから恍惚とした感覚が生まれ、お腹の奥がじくじくと疼く。中からとろりと溢れる蜜が、はしたなくシーツを濡らしていった。

「気持ちいいだろう」

　そう聞かれて、理沙は必死に顔を横に振る。

「そ？　ここ、とろっとろだけど。後から後から、どんどん溢れてくる。あっ、ほらまた締まった」

　羞恥を煽るように言われただけで感じるなんて、自分はどれだけいやらしいのか。

　ぷっくりと膨らんだ花芯をしつこく弄ばれ、みるみるうちに息が弾む。ゆっくりと出し入れを始めた指を逃がさないようにと、膣襞が蠢くのを自分でも感じた。

「あっ……っ……はぁ、んんっ……」

　ついさっき見送ったばかりの極致が、またその顔を覗かせ始める。

　呼吸が徐々に浅く速くなり、それに合わせるようにして硬くなった花芯が前後左右に転がされる。蜜窟を優しく掻き回す指が、理沙の理性を吹き飛ばそうとしていた。

「風間く……あっ、やっんっ……も、無理っ」

　何度も首を横に振るが、風間がその手を緩める気配は当然ながらない。それどころか、じっくりと丹念にいじり、理沙を呆気なく高みへ連れていく。

（もうダメ！）

　今まさにイクというそのとき――。

　風間は無情にもぴたりとその手を止めた。

　弾ける寸前で最後のひと押しをお預けにされ、じれったさが募る。思わずどうして？　という気持ちで彼を見つめた。それこそ完全に彼の手に陥落している証拠にほかならない。

「そう簡単にイカしてやらない」

「なんで……」

　つい懇願するような目で見つめる。発散を止められた熱が、理沙の体の中心でじくじくと疼いた。

「そんなとろけた目をされたら、余計にいじめたくなる」

「意地悪」

　自分でも驚くほど甘ったるい吐息と一緒に声が漏れた。

「滝川が素直になれば、もっとよくしてあげるのに」

　悪魔の囁きだ。風間はニヤリと笑みを浮かべて、指をゆっくりと動かし始めた。快感を取り逃した蕾を擦り、やわらかく解けていく蜜窟に指を沈める。

　焦らされた分の快感も上乗せになり、すぐに取り戻した熱は先ほどよりも高く、じっとりと重い。艶を増した花芯は、先ほどとは比べられないくらいに硬く、さらに膨らんでいる。そこに押しつぶすような刺激を与えられ、腰が跳ねた。

「ひぁっ！」

　優しく引っ掻き、擦り上げられ、艶めいた蕾が甘く焼けつく。飲み込んだ風間の指をきゅうきゅうと搾り上げた。

「これ、いいみたいだな」

「……っふ、よくなん……てっ」

　首を必死に横に振る。ついさっきイク寸前で止められたことをなじったくせに、気持ちいいのをまだ認められないときている。ここまでくると言葉は、理沙の心と真逆だ。

「ほんっと素直じゃないな」

　どんどん熱をため込んでいく花芯を丁寧にねぶられ、理沙はもはや限界だった。この快感を今度は逃したくないと、高まる波に体を預ける。

　風間の指先がコリコリに硬くなった花芽をピンと弾いた瞬間――。

「ぁっああーーー！」

　先ほどよりもずっと短い助走であっという間に駆け抜け、理沙は二度目の絶頂を迎えた。ガクガクと腰が震える。

「イッたね」

「ち、違うからっ」

　単純すぎて自分が嫌になる。

「滝川のここ、ヒクヒクしてかわいい」

「そんなこと言わないでっ」

「俺の指を咥えて離さないんだよね。よっぽど気持ちいいらしい」

「違うから！　そのくらいじゃ感じないし」

　それなら今イッたのはなんだったのかと自問する。どうしても素直なれない意地っ張りな自分を、理沙は持て余しつつあった。

「よし、それじゃ、もっとよくしてやるから」

　逆にスイッチが入ったのか、風間が俄然張り切りだす。そっと指を引き抜き、ベッドの下へ移動していく。

　なにするの？　と思ったそばから理沙のショーツを脱がせ、膝を立てさせた。

「やっ、なに!?」

　これまで誰にも見せていない場所が露わになり、急いで両手で隠す。

「なにって、舐めるんだよ」

「えっ、やだ、やめて！」

「慣れてるんじゃなかったのか？」

　そこを突かれて一瞬怯んだものの、なんとか心を奮い立たせる。

「そういう問題じゃなくって！」

「じゃあ、どんな問題？」

「シャワー浴びてないし、汗かいたし。だから汚いの」

　思いつく限りの理由を並べ立てるが、風間はまったく気にする素振りがない。

「そんなのすぐに気にならなくなるよ」

　有無を言わさず手をどかされ、咄嗟に閉じた足もあっさり開かれてしまった。

「やっ」

　彼の前にすべてを晒され、代わりに顔を両手で覆う。そうしたってどうにもならないのは百も承知だ。

　理沙はこれ以上は無理というほど足を開かれ、閉じないように風間が内腿を押さえる。すぐそばに彼の顔があるのは、その部分に吐息がかかっていることでわかった。息を呑んだような音が聞こえていたたまれない。

「すごい綺麗だな」

「そんなこと言わないでってば」

「なんで。桜貝みたいに綺麗な色してる」

　不意に襞を押し広げられ、ぬちゃっという小さな水音が聞こえた。

「やめっ……」

　卑猥な音が恥ずかしさを上乗せしてくる。

「こんな色して経験豊富だって？」

　風間が疑いの色を強める。からかうような言い方が確信を深めたように聞こえて、気持ちばかりが焦る。

　いい加減、正直に白状してしまおうか。

（――ううん、言えない。言いたくない）

　そんな葛藤に気を取られているうちに風間の舌が花びらを捲り、理沙の淫芽を舐め上げた。

「ひゃああっ！」

　これまでにない初めての感触が、理沙の顎を反らせる。肉厚の生温かい舌が触れただけで、ビクンビクンと腰が揺れた。

「今、イッた？」

　首を懸命に横に振り否定する。

「そろそろ素直に認めたらどう？」

　今度は、濃厚な蜜を滴らせてヒクつく秘園に彼の舌があてられる。まるで別の生き物のように動きだしたそれは、ピチャピチャと淫靡な音を立ててよりいっそう快楽を生み出していく。

「んんっ、ぁ……はぁっ」

　指とは違うやわらかな感触と、秘めてきた場所を風間が舐めている現実が性的興奮を強め、熱が噴き出してくる。硬く尖らせた舌が襞を掻き分けて奥へ侵入した。

　風間の唾液と理沙の蜜液が混ざり合い、いやらしい音を立てる。ぷっくりとした淫芽を舌先でつんと突きながら、同時に中指を蜜窟へ滑り込ませた。

　中を引っ掻くような動きに理沙は息も絶え絶えだ。

「も……ダメっ……許し、て」

　イッたばかりで神経が剥き出しになった花芽を容赦なく風間の舌が転がす。

「ははっ、滝川、腰が動いてるよ」

「やっ……」

　そう言われても、求めるように上下に勝手に動いてしまうのだ。もっともっとと貪欲に興奮の極みを求め、自分が自分でなくなる。

　なんてことを風間に挑んだのだろう。こんなはずじゃなかったのに。

　そんな後悔に襲われながらも、これ以上の悦びを知りたいという淫らな欲望が理沙をより興奮へと導いていく。

　初めてのくせにこんなにも乱れる自分がひどくはしたないのはわかっている。でもそんな考えを消し去ろうと、激しい刺激が上乗せでやって来る。

　頭の中は霞み、意識が飛びそうになっては、また必死に呼び戻すの繰り返しだ。

　小さな絶頂が幾度となく訪れ、イッてもイッても終わりがない。

（もう本当にダメ。体も頭もおかしくなっちゃう）

　風間の舌は容赦なく淫芽をいたぶり、蜜窟を引っ掻き回した。

「待っ……て、それやめっ……あんっぁ……」

　体は強張り、嬌声は否応なしに漏れ、再び強い悦楽がやって来る。どんどん大きくなっていく波。もはやそれから逃れられず、理沙を後から後から押し上げてくる。

「……風間、く……んっ、もうっ……やめ、て……っ」

　やめてほしくないくせに、それとは裏腹な言葉が理沙の口から零れていく。それはせめてもの抵抗だったのかもしれない。

（――初めてのくせに）

　残っていた羞恥心が逆に理沙を興奮させる。

「ほら、イキな」

　その言葉が合図だった。

「あぁっ、んあぁ……ああああっ！」

　狂喜に満ちた鮮烈な快楽が理沙に襲い掛かる。それにはなにをもってしても抗えず、ただただ受け止めるしかない。

　大きく膨らんだ風船がパチンと弾けるような不思議な感覚に襲われた。頭の中にチカチカと閃光が走り、弾けた破片がゆるゆると落ちてくるのより早く、意識が遠くに遠くに霞んでいく。

「おい、滝川？」

　風間の声がひどく優しく聞こえたのは、視覚も聴覚も機能を手離そうとしているからなのか。

　そして理沙は、そこでふつっと意識が途絶えた。






二章　呆気なく暴かれた正体








　週明けの月曜日。

　普段からは考えられないくらいにおどおどした様子で、理沙はマーケティング部のあるフロアに足を踏み入れた。

　そこはだだっ広い空間がパーティションで区切られており、いくつかの部署が隣り合って並んでいる。十数名いるマーケティング部のスタッフのうち、すでに半数は出勤していた。

　その中に風間の姿がまだないことにホッとしつつ、「おはようございます」と挨拶を交わし合いながら自分のデスクに着く。

　同期の由香子の結婚式があったのは先週の土曜日。

　馬鹿げたプライドで風間を挑発し、とんでもない事態に陥って意識を飛ばした理沙は、翌朝目覚めたら部屋にひとりきりだった。――それも素っ裸に毛布を掛けた状態で。

　一緒にいたはずの風間はおらず、応接セットの小さなテーブルには【支払いは済ませておくから、チェックアウトまでゆっくり過ごせ】という置き手紙が残されていた。

　シングルベッドに一緒に寝ていた形跡はなく、夜のうちに出ていったようだった。

　もしかしてあれは夢だったのではないかと思い込むのには無理があった。ところどころに刻まれた朱い痕が、夢でも幻でもないと理沙に主張してくる。

　ひとり残されたホテルの部屋で、カーテンの隙間から差し込む光が、自分の犯した痴態をまざまざと映し出し、いたたまれない気持ちだった。ゆっくり過ごすような気分にはなれず、急いでシャワーを浴びてホテルを後にした。

（風間くん、私が処女だって気づいたんじゃないかな……）

　ホテルで目覚めてからずっと、そんな疑念が理沙の頭を渦巻いている。最後の一線こそ越えていないが、理沙の反応でバレてしまったのではないかと考えると気が気でない。

〝あの最中〟に何度も風間に問いただされたことを思い返し、経験豊富な彼なら気づいてもおかしくないのではないかと思えてくる。

　パソコンを立ち上げ、パスワード画面のまま考え込んでいると、その張本人が出勤してきた。

「風間さん、おはようございまーす」

　部のマスコット的存在の弥生やよいが、すかさず風間に近づく。

　緩やかなパーマの肩までの髪に、目もとのぱっちりとした愛らしい顔立ちはフランス人形のよう。小柄で、いかにも守ってあげたくなるような見た目だ。理沙より二年後輩で、人懐こくてみんなにかわいがられている。

　つまり、理沙とは正反対のタイプである。

　色白の頬をほんのりと染めて風間に笑いかける様子は、まさに恋する乙女。部内でも弥生が風間を好きなのは有名だ。

　きっと風間自身もまんざらでもないだろう。微笑み返す表情が、とても優しい。彼女に「おはよう」と返して、彼は理沙の隣のデスクに着く。

　途端に理沙の体は強張り、無理やりパソコンのモニターに意識を向ける。さっきからパスワードを入力しているのに、何度もエラーになるのはなぜか。

（ちょっと、なんで？　どこが間違ってるの？）

　焦りつつキーボードを叩く。

「滝川、おはよ」

「お、おはよう」

「パスワード忘れたのか？」

　クスッと笑われると余計に慌てる。

「なんだか知らないけど認証してくれないのっ」

　風間の視線がキーボードとモニターを行き来する。不意に彼が近づいたため、理沙は気づかれない程度にそっと離れた。

「なぁそれ」

「なに」

「ＮｕｍＬｏｃｋじゃないのか？」

　そう言われてハッとする。テンキーがロックされていたのだ。

　風間の手が理沙のキーボードに伸び、〝７〟の上にあるキーをポンと押して戻っていく。彼から笑みが零れる気配がして、ものすごく悔しくなった。

　たったそれだけのことに気づかずにいたのは、風間を強烈に意識している証拠だ。

　それなのに彼の方は、いつもとなんら変わらず。土曜日の夜に一緒にいたのは、別の人間だったのではないかと思うくらい普通だ。

「……あ、りがと」

　消え入るくらいの声でやっとお礼を言った。情けないにもほどがある。

「風間、この前のリサーチだけど」

「あ、それなら部長宛てにメールで送ってますけど」

　出勤早々声を掛けてきたマーケティング部長の田た沢ざわに風間が即答する。

「あ、そうなのか？　いや、すまん、確認を先にすべきだった。風間は仕事が早いな」

　感心しつつ、田沢は頭を掻きながら自分のデスクへ戻っていった。

「風間さんって、ほんとにスピーディーですよね」

　向かいのデスクから顔を覗かせ、弥生がかわいらしく微笑む。

「そうでもないけど？」

「いえ、早いですよ。ね、滝川さん」

　いきなり自分にまで話を振られ、理沙は「う、うん」とぎこちなく返す。

「次々と仕事が入るのに全然テンパらないし、サクサクこなしていっちゃうんですもん」

　それは本当だ。

　明らかに理沙や弥生に比べて仕事量は多いが、それを感じさせないくらいにスマートに処理していく。弥生の欲目だけでなく、それは理沙も常々感心している部分である。

「どうやったらそんなに早く仕上げられるんですか？」

　こうして弥生と話している間にも他部署からの要請や、先ほど退散したばかりの田沢から次なる仕事が入る。

「そうだなぁ、仕事を引き受けたときに、いったんざっと目を通しておおよその所要時間を計算したり、意外と早く片付きそうだと踏んだら先にそっちを終わらせたりだとか？」

「時間の使い方、なんでしょうかね」

「だね。無意識に効率的な動きを考えてるかもしれない」

「さすがですねー」

　弥生は尊敬の眼差しで風間を見つめた。

　風間の言うように、彼には無駄な動きがない。仕事中は常に機敏だし、ひとつひとつが的確だ。かといって機械的なわけでもなく、柔軟な対応ができるのは見習うべき点である。

　異動して間もなくの頃、そんな彼から仕事を教えてもらった理沙は、これまで一緒に働いてきた誰よりもその有能ぶりに嘆息したものだ。現在も、そんな彼にはまだまだ及ばない。早く彼に追いつき追い越したいが、意地が空回りしているような状態と言っていいだろう。

　――それなのに。今度は仕事以外でも余裕なところを見せつけられ、理沙は歯がゆくて仕方がない。

　対して風間自身は何事もなかったような態度なのだから。そんな彼を見るにつけ、胸の奥がじりじりと焼けつく。

　そもそも風間にあんな挑戦を持ちかけたのは、少なからず理沙の方に淡い、本当に淡い恋心があったからにほかならない。仕事ができる彼をそばで見ているうちに、気づけばという感じだった。他の男性と違ってグイグイこない距離も心地よかった。

　そんな想いがベースになければ、土曜日の夜のようなことはできなかっただろう。

　でも生来素直じゃない理沙が、それを態度で示せるわけもなく、これまでの五年間、単なる同期としての関係性が変わる気配はまったくなかった。

　そんな恋心をあの夜に揺り動かされて……。またたく間に膨みつつある想いを理沙は持て余していた。

　

　その日のランチタイムのこと。理沙は、社員食堂でたまたま一緒になった同期の美樹やほかの同期たちと、風間も含んだ同じテーブルになった。

　斜め向かいに座る風間と、おかしいくらいに目を合わせられずにいる。こんなレベルでよく恋愛経験が豊富だなんて虚勢を張れたものだと、自分でも呆れてしまう。

「なにかあった？」

　挙動不審ぶりに気づいた美樹から鋭い質問をされ、ドキッとさせられる。

「な、なにも」

「そういえば二次会の後、風間くんに介抱されてたみたいだけど、もしかしてふたりの間になにかあったんじゃないの？」

　冗談めかして耳もとで囁かれ、嫌でも動揺する。そのうえ、彼と過ごした濃密な時間を思い出して、下腹部の奥の方がじんと痺れる感覚がした。

「べ、別になにもないってば！」

　つい大きな声になり、テーブルにいた同期はもちろん風間からも注目を浴び、カッコがつかない。すぐにしゅんと体を小さくして、「変なこと言わないで」と美樹を肘で小突いた。

　

　お昼を食べ終え、マーケティング部に戻る直前、理沙は意を決し風間をミーティングルームへ呼び出した。

　どう接したらいいかわからないとはいえ、支払ってもらったホテルの代金は返さねばならない。

　風間を先に中に入れ、ドアを閉めて深く息を吸う。

「これ」

　そう言ってお金の入った封筒を突き出した。

「なに？」

「ホテルの宿泊代。出してもらっちゃったから」

「なんで、そんなのいいよ」

　眉間に皺を寄せた風間が、封筒を理沙に突き返す。

「そうはいかないから。泊まったのは私だし、あそこ高いし」

「別にいいって」

「でも――」

「それより」

　そうはいかないと言おうとした理沙を風間が遮る。理沙に一歩近づき、その目を僅かに細めた。

「この前の挑戦、中途半端に終わってない？」

「……えっ」

「経験豊富なのに呆気なくイキまくって、揚げ句の果てには意識飛ばして終わり？」

「そ、それは……」

　風間の挑発的な目が鋭く光る。理沙が思わず一歩下がると、即座に彼が間合いを詰めた。壁のひんやりとした冷たさを背中に感じ、ドキッとせずにはいられない。

　壁に肘を突き、理沙を見下ろした風間はゆっくりと口角を持ち上げた。

「続き、しよっか」

「えっ!?」

　風間の端的なひと言が、理沙の体の温度を上げる。

「挑発してきたのは滝川の方じゃなかった？　それなのにあれで終わりって、途中棄権するつもり？」

「ま、まさか」

　煽るような言い方に反発心が頭をもたげる。つい強気で言い返した。

　挑発に乗ったら危険だと頭ではわかっているのに。この前の夜、それは身に染みてわかったくせに。

（もうっ、私のバカ！）

　裏腹な口が恨めしくて堪らない。

「だよな。あれじゃ経験が豊富なんてとても思えないもんな」

　風間が、理沙の自尊心を巧みに搔き乱してくる。

　誘導がうまいのか。それとも無意識にできる技なのか。

　風間に勝てるはずはないのに、理沙は今さらそれを素直に認められない。もはやここまでくるとプライドが高い云々ではなく、素直になれない拗らせ女も同然だろう。

「どうする？　続き、する？　それとも逃げる？」

　究極の二択を迫られ、理沙の喉が思わずゴクリと鳴る。

「逃げてもいいんだぞ？」

　そうしたら負けを認めることになるけど。そんなニュアンスを秘めた言い方だった。理沙の性格を知り尽くしたセリフと言ってもいいだろう。ただの同期なのに、どうしてこれほど上手に理沙を操縦できるのか。

「……逃げないから」

　理沙が言い返した途端、風間の頬が僅かに動いた。嬉しそうに見えたのは気のせいか。

「それじゃ今週末に」

　風間は理沙の頬を思わせぶりに撫で、先にミーティングルームから出ていく。その背中を見送った理沙は硬直していた体から力が抜け、壁に沿ってずるずると滑り落ちた。

　

　その週末、仕事が終わったふたりは、会社から少し離れたイタリアンレストランへやって来た。いつだったか同期のみんなで飲んだときに、美樹が『おいしいお店がある』と言っていたレストランだ。

（私が『行きたいな』って言ったから……？　まさか、違うよね）

　風間が気を回してそうしたのではないかと考えて、即座に否定する。彼がそうする理由はどこにもない。

　ダークブラウンで統一された店内は、カジュアルではなくワンランク上の大人の雰囲気を漂わせている。照度を少し下げたシックな空間は落ち着きがあった。

　テーブルに案内され、ひとつのメニュー表を一緒に覗き込む。

「えっとなになに？　〝おしとやかにきめて〟に〝危険な恋心〟？」

「〝私を見つけて！〟なんてのもあるよ」

　おもしろいネーミングの料理が並び、ついいろいろと読み上げる。もちろんその下には料理の説明があるから、どういったメニューかのおおよその見当はつくけれど。

　風間と交互に読んではクスクス笑う。

　なんだかデートみたいだと思ったら、急に恥ずかしくなった。顔が近づきすぎていたと気づき、そそくさと離れる。

「なに？」

　理沙の不審な動きに気づいた風間が眉根を寄せる。

「な、なにが？」

　唐突に聞かれて口ごもる。

「いや、様子がおかしいから」

「それより、なににするか決めた？」

　ぎこちなく話題を逸らし、メニュー表を風間の方に少しだけずらした。

「俺はこれ」

　風間が指差した先を辿っていき、そのネーミングを読んでトクンと鼓動が揺れる。

〝私の想いに気づいて〟

　意味深な選択が理沙を惑わせる。ただ単に料理をチョイスしただけだとわかっているのに、心が大きく揺れるから勘弁してほしい。

　ただのトマトソースベースのパスタだ。風間の心ではない。

「で、滝川は？」

「……私はこれ」

　よく見もせず適当に指を差したら〝隠しきれない恋心〟という、まさに今の自分を表したネーミングだった。ホワイトソースのグラタンパスタのくせに、理沙をからかう不届き者だ。

「へぇ、隠しきれない恋心ね」

「な、なにか？」

「別に」

　風間が含ませたような笑みを浮かべ、理沙を見る。コンマ一秒だけ絡んだ視線を外して、理沙はウェットティッシュで手を拭って誤魔化した。食事は美味しそうだったが、緊張で味はわからなかった。

　

　食事を終えてタクシーに乗ること二十分。風間のマンションは閑静な住宅街にある。

　同期の部屋を回って飲み会を開くのが流行った時期があり、理沙も一度だけ訪れた過去がある。

　ゆったりとした造りの１ＤＫは掃除が行き届いていて、黒を基調としたスタイリッシュな部屋だ。

「そのへんに適当に座って」

「えっ、あ、うん……」

　いきなり話しかけられ、ビクッと肩が弾んだ。風間の部屋にふたりきりという緊張感が、理沙を挙動不審にさせる。

　これでは男慣れしているようにはとても見えないだろうと考えると、余計にぎこちなくなる。ロボットのような動きでソファの隅にちょこんと座った。落ち着きなく視線を彷徨わせ、怪しさ満載だと思わずにはいられない。

「少し付き合って」

　風間に飲み物を勧められ、ソファまでやってきた彼から缶ビールを手渡された。

「ありがと」

　ふと、テレビが置かれたキャビネットに目が留まる。

「あれって……」

　写真立てを指差して風間を見た。

「あぁ、あれは何年か前に同期のみんなと海のそばのホテルに泊まったときの写真。滝川も行ったよな？」

「うん」

　たしか三年前の夏だった。同期の何人かと一泊で海水浴に行ったときのものだ。

　風間はそれを手にして理沙の隣に座った。

　海をバックにして、理沙や風間も含めた水着姿の同期たちがピースサインで写っている。溢れる笑顔は、そのときの楽しい時間を思い出させた。

「そういえばあの夜、一緒に星空を眺めたっけな」

「あ、そうだったよね」

　眠れずにひとり部屋を抜け出したらホテルのロビーに風間がいて、ふたりで夜のプライベートビーチを散歩したのだ。今にも降り注ぎそうなほどたくさんの星が夜空に瞬いていて、ふたり揃って時間を忘れて眺めた。

「あの星の数はすごかったよな」

「うん。都会じゃ絶対に見られないもんね」

　ほかにも現像したものがあるんだと、風間はキャビネットから写真の束を取り出した。

　パラソルの下でトロピカルドリンクを飲んだり、ビーチボールで遊んだり、とにかく楽しい時間だった。

　風間と思い出話に花を咲かせているうちに、もしかしたら今日はこのまま何事も起こらないのではないかと思えてくる。理沙をからかって楽しんだだけなのではないか。ちょっとした意地悪だ。

　今夜は写真を眺めて思い出を語り合って、きっとそれで終わりだろう。

　理沙がそう油断した矢先――。

「今度はふたりで行こうか」

　風間が思わぬ提案を口にした。

「えっ……？」

　咄嗟に顔を上げると、間近で彼と目が合う。

（な、なに。どうしてそんな甘い視線で私を見るの？）

　揺れる瞳を止められない。

「……なんでふたりなの？」

　思わせぶりなことを言って惑わせないでほしい。

「滝川は俺とふたりじゃ嫌か」

　なぜそんなことを言うのか。からかっているようには見えない目だから、尚更その真意が掴めない。

「や、そうじゃなくて、その……」

「シャワー、浴びる？」

「……え？」

　いきなり話が飛び、今夜の核心部分を突いてきた。予定通り〝続き〟はするらしい。もしかしたらしないのではないかと考えたのは、理沙の思い違いだったようだ。

「浴びなくてもいいなら、俺は別にそれでもいいけど」

「あ、浴びます！」

　弾むようにピョンと立ち上がると、風間はくすりと笑った。

　

　今度こそ逃げられない。

　迫りくる〝そのとき〟を前にして、シャワーを浴びる理沙の体は強張っていた。

（なるようにしかならないよね。もしかしたら処女だって気づかれないかもしれないじゃない）

　自分に都合のいいように考えることで、気持ちを落ち着ける以外になかった。

　そうして順番にシャワーを浴び、いよいよこれからかと理沙の全身を緊張が包み込む。Ｔシャツにハーフパンツというカジュアルな服装の風間を見て、スーツとのギャップに不覚にも鼓動が弾んだ。濡れた髪がセクシーに見えるのもいけない。

　ソファに並んで座り、先ほど口をつけた缶ビールを手に取るが、刻一刻と時間が過ぎるにつれて緊張感が増してくる。

（風間くんは今、どんな気持ちでいるの？）

　本当の理沙を暴いてやりたいという、単なる興味本位なのか。それとも、そこに理沙と同じような想いが隠されているのか。

　チラッと横目で盗み見たって理沙にわかるはずもない。

「滝川」

　ふと名前を呼ばれて風間を見た瞬間、視界が彼で埋め尽くされる。やわらかな感触を唇に覚えた。不意打ちのキスだった。

「……なんで？」

　ふわりとかすめるだけで離れた彼に思わず聞き返す。前回の夜は唇を重ねていない。処女の理沙なりに、キスは気持ちが通じ合っているからこそできるものだと考えていた。

　セックスだってもちろんそうだけれど、唇はなんとなく神聖な場所のような気がするのだ。

「滝川にキスしたかった」

「だからどうして」

「どうしてだと思う？」

　風間は気を持たせるような言い方をして理沙の肩を抱き、頬に手を添えてもう一度唇を重ねた。

　擦り合わせるだけの優しいキスが、次第に艶めかしくなっていく。風間の舌先が唇を舐め、それに驚いた理沙の腰が引けると、逃がすものかと引き寄せられて唇が割られる。

　ぬるりとした熱い感触で口の中がいっぱいになり、それだけで頭がクラクラしてくる。歯列をぐるっと舐められ、逃げ惑っていた舌を捕獲された。そのまま強く吸われて甘い吐息が口の隙間から漏れていく。

　舌の感覚が前回の淫らな行為を蘇らせ、理沙の体を熱くする。と同時に――。

　本気で一線を越えたらもっと大変な事態になるのではないか。なにより、処女だというのも完全にバレてしまう。

　焦る気持ちが芽生え、風間の胸を押してキスを無理やり中断させる。とそこで、ふと名案を思いついた。フェラチオだ。

（男の人って一度の射精で相当な体力を消耗するっていうから、風間くんも一度出せばそれで気が済むんじゃない？　そうすればセックスをしなくていいし、私が処女だってバレないかも……）

　この期に及んで風間に真実を暴かれるのが怖い自分がしぶとくいて、それをなんとか回避したかった。セックスの経験がないのだから、男性自身を手や口で喜ばせるなんて当然未経験。でも、やり方の知識だけはあるから、なんとかなるのではないかと思った。

「ね、風間くん、今夜は私が気持ちよくしてあげる」

　精一杯の見栄だった。

「え？」

　風間が訝しげに目をまたたかせる。

「今夜は私の番。ね？」

　理沙は風間の股間にそっと手を伸ばした。潔く触れたつもりだが、内心ドキドキだ。軽く触れたそこは、心なしか少し硬い。

　理沙がそんな手段に出るとは想像もしていなかったのか、風間の目が躊躇うように揺れる。

「本気で言ってるのか？」

「うん、本気。ね、ハーフパンツ、脱いでくれる？」

　余裕ぶって言うが、心臓は今にも口から飛び出してしまいそうなほど暴れていた。

「無理すんな」

　その言葉が〝処女のくせに〟と暗に含まれているように聞こえて、またしても意地になる。

「無理なんてしてないよ。風間くんだって気持ちよくなりたいでしょう？」

　理沙はそう言いながら風間が座るソファの前に跪く。ハーフパンツのウエスト部分に指を掛けると、風間は「自分で脱ぐ」と理沙の手を引き留め腰を浮かせた。

　ハーフパンツが下ろされ、ぴったりとしたグレーのボクサーパンツが現れる。その前にある膨らみを見て、思わず息を呑んだ。ちらっと見た風間から、どことなく照れのようなものを感じ取れて胸がきゅんと疼く。この前の夜はやられっぱなしで理沙の完敗だったため、ほんの少しでも優位に立てる予感が心を密かに躍らせた。

　そっと手を伸ばして触れてみると、布越しなのに明らかな熱を感じる。ずっしりと重みのある熱だ。理沙が撫でたらピクッと脈を打つように動いた。

　知らず知らずのうちに止めていた息を吹き返しつつ、パンツをひと思いにずらす。すでに硬くなり始めていた風間の屹立が姿を現し、再び呼吸を忘れて見入った。

　完全系ではないだろう。天井こそ向いているが、まだやわらかさを残している。でも、初めて目にした男の象徴は、想像していたよりも大きい。

　つい尻込みしていると、風間が「やめておいた方がいいんじゃないか？」と言ってきた。

「大丈夫だから」

　強気に言い返す。躊躇したのは、そのシンボルが神聖なものに思えたから。初めて見るのに、嫌悪の類をいっさい感じないのが不思議だった。

　そっと添えた理沙の右手を優に持て余すそれは、布越しでも感じた熱を遠慮なしに放っている。理沙が知っている体温とは次元が違う気がした。一度触れたら吸いついて離れなくなりそうな、粘着質な湿気を帯びた熱だ。

　覚悟を決めて唇を近づけ、根元にキスを落とす。ムワッとするエネルギーを鼻先にも感じ、理沙の体を熱くした。

　そこから亀頭へ続く陰茎をゆっくり舐めていく。何度かそれを繰り返していくうちに、じわりじわりと強まっていく圧。表面には血管が浮き出て、尖端から透明な液体がじわっと滲む。

　雄々しい匂いと熱に頭がくらっとしつつ、思い切って亀頭をちろちろと舐めた。風間から微かに息が漏れ、さらにムクムクと大きくなる。

　彼を気持ちよくさせているのだと思うと理沙もうれしくて、俄然張り切りたくなる。知識しかなくてもなんとかなるかもしれないと、自信も漲ってきた。

　尖端を口に含み、唾液をたっぷりと含ませた舌で円を描くようにぐるっと舐め回す。笠の裏の部分に舌を這わせると、風間から「っく」と声が漏れた。

「気持ちいい？」

　上目遣いにそう聞いた途端、風間のものに力が入ったかのようにビンッと張り詰める。

「……まだまだだな」

「そう？　こんなに大きくなってるのに？」

　挑発めいたことを言っておいて、理沙自身も風間の高ぶりに鼓動が忙しなく脈を打っていた。

　もっと気持ちよくさせてあげたい。

　そんな想いで懸命に舌を動かし、亀頭部分をじっくりと舐め回していたら、尖端から滲む蜜の量が増してきた。そこを舌でちろちろと舐めながら口に含んで、浅めに数回往復。唾液を多めに含ませながら深めに咥えた。唇を内側に巻き込むイメージで真空状態を作りながら、裏筋に舌を這わせてゆっくり上へ戻る。

　昨夜、ネットで調べた極意を実践に移すと、風間から堪えたような声が漏れた。

「……っは……くっ」

「ねぇ、気持ちいい？　まだまだ足りない？」

　苦悶の表情を浮かべる風間を見てうれしくなるのと同時に、理沙の体の芯もじくじくと疼きだす。

　彼の雄身はこれ以上ないくらいに猛々しく反り立った。ミシッと音でも立てそうな高ぶり具合だ。

「……っ、そんなのどこで覚えたんだよ」

「これでも、そんなに経験ないんだろ？　とか言う？」

「バカ」

　侮蔑の言葉が愛しく感じるのはなぜだろう。胸の奥がきゅうっと縮まる気がした。

　理沙の愛撫でとろけそうになっている風間が愛しくてたまらない。

「もっとよくしてあげたいの。どうしてほしい？」

　風間にもっと感じてほしい。もっと気持ちよくなってほしい。

　今の理沙はそんな想いでいっぱいだった。

　風間はただ添えられているだけだった理沙の右手の上に自分の手を重ね、それを上下に動かしてみせた。

「咥えながらしごいて」

「う、うん、わかった」

　素直に頷くと、風間は指先で理沙の頬をくすぐって髪を優しく撫でた。

　勝手に愛情を感じて、胸がときめく。少し照れくさそうにする風間と目が合い、気持ちが通じ合ったように錯覚するのは、こんな艶めかしい状況のせいだろう。

　一方通行の恋心に切なくなるが、今は彼を感じさせることに集中したい。

　言われたように咥え、右手も同時に動かす。

　先ほど同様に亀頭を丹念に舐め転がし、深く浅く咥え込むのを繰り返す。唾液で滑りがよくなった剛直はさらに硬く大きくなり、今にもはち切れんばかり。

　でも確認せずにはいられない。

「これでいい？　気持ちいい？」

　風間は情欲に染まった目でうんと答えた。

　自分が彼を支配している。そんな感覚が理沙をさらに熱くする。理沙の後頭部に手を添え、風間がいたずらに髪を掻き乱す。その手つきがいやらしいのもまた、理沙の心を大きく揺さぶった。

　火を浴びせた鉄の杭のようになった雄身が、内側からぴくぴくと振動し始める。きっと限界は近い。

「……くっ、滝が、わ……っもういい、やめ、ろっ」

　風間は眉間に皺を寄せ、はっはっという短い呼吸を繰り返す。快感の極みを必死で逃しているように見えた。この前の理沙と同じだ。

「なんで、やめないよ。……ん……ふっ……」

　風間自身を咥えながら返す。

　せっかくあとひと息というところまできたのだ。最後まで彼の熱を発散させてあげたい。

　理沙は愛撫の手を緩めずに続け、風間が絶頂の丘を駆け上っていくのを手助けする。

「たきが、わ……ほんっと……出るっ」

「いいよ……んっ、このまま……出して、ふっ」

「そんなわけにいくか。やめろ、放せ」

　風間も最後の最後で自分の欲望と戦っているのだろう。

　でも理沙にも意地がある。手の動きを速め、舌をぐるんぐるんと動かす。

　――きっと今。

　熱杭がびくびくと激しく脈を打った次の瞬間、風間が理沙の体を後ろに押す。口から彼自身が離れたそのとき、勢いよく放出された白い飛沫が理沙の胸もとあたりに飛び散った。

　痙攣したように蠢く熱棒。どくどくと放出される液体は、後から後から溢れてくる。まるで別の生き物のよう。

（……すごい）

　初めて見た射精の様子はものすごく卑猥で、やけに官能的だ。

　風間は急いで手を伸ばしてティッシュペーパーの箱を取って数枚掴むと、理沙にかかった体液を拭った。

「ごめん、汚したな」

「ううん、大丈夫だから」

　持参したルームウェアはところどころに淫らな染みを作っている。風間が掴んでいた箱から理沙も何枚か引き抜き、自分でも拭う。

　風間は熱を放出した自身のものも同様に拭い、ボクサーパンツの中に収めた。

（終わった……。きっとこれでセックスにはならないよね）

　フロアにペタンと座った理沙が安堵の息をついたのも束の間、風間が立たせてひょいと抱き上げる。

「えっ、なに、どしたの!?」

　いきなりのため思考が追いつかない。

「どうしたのって、これからが本番だろ」

「えっ本番って」

　なにを言っているのだろうか。

「次は俺の番」

「やっ、もういいから！　私はこの前ので十分だから！」

「なに言ってんだよ。お互い前戯だけで終わりなんてあるか」

「だ、だって風間くん、もう出しちゃったじゃない」

　男の人は一度射精したら終わりではないのか。すぐに回復するなんて聞いていない。

「滝川は男を知らなすぎ」

「知ってます！　風間くん、気持ちよかったでしょ？　イッたよね？」

　抱かれた腕の中でじたばたするが、風間はびくともしない。理沙を軽々と抱き、隣のベッドルームのベッドの上に優しく下ろした。

「ほんっと素直じゃないね、滝川は。でもそういうのを崩すの、嫌いじゃない」

　まるで難解なデータ処理に挑むよう。

「ちょっと待って、風間くん」

「待たない。あんなのされて止められるわけがないだろ」

　収まるはずが、逆に風間のスイッチを入れてしまったようだ。

　風間は着ていたシャツを脱ぎ捨て、上半身を理沙の前に晒した。逞しく隆起した胸と上腕二頭筋にドキッとさせられる。

　理沙のルームウェアもあっさりと脱がされ、ナイトブラとショーツを着けた状態でベッドに押し倒された。

　両手を顔の脇で拘束され、唇が塞がれる。すぐに風間の舌に口腔内を侵略されてしまった。引っ込めていた舌を引きずり出されて吸われ、淫らに絡まり、理沙の欲望にじりじりと火をつけていく。

　ついさっきしたキスとは違う荒々しさに、漏れる吐息を隠せない。

「んっ……」

「滝川、もっと舌出して」

　言われるままに応じる自分を俯瞰で見る冷静な部分もまだあって、なんてことをしているのだろうかと惑う。

　この前の夜のようにイカされまくるのかと考えると、少しの不安と、それを大きく上回る期待で体の奥がじんと痺れた。

　あっという間に外されたブラジャー。焦らされる間もなく尖端を口に含まれ、ぐっと声を呑み込む。まだ主張を始めていないやわらかな乳輪を舌でしごかれ、唇を噛みしめた。

「気持ちいいのなら我慢するな」

　首を横に振って堪えているうちに胸の蕾が吸い出され、突起となって風間の舌の愛撫に震える。じゅるじゅると音を立てて吸われれば、耳まで侵された気になり体のずっと奥の方がじりっと熱を持つのを感じた。

「この前の夜みたいに乱れたらいい」

　記憶を呼び覚ます言葉が、理沙の脳内に指令を出す。あの夜の秘め事がフラッシュバックし、羞恥心と興奮がない交ぜになる。

「素直になれって」

　風間が理沙の口に指を差し込み、それによる圧迫で理沙は自然と声が漏れた。

「……ぁんっ……」

　ほんの数分前にした口淫のように風間の指を舐め回す。

「っは、いやらしいな、滝川の舌」

　風間は唾液で濡れた指を引き抜き、そのまま理沙の胸の先端を転がした。舌と指で両方を同時に攻められ、悦楽の渦がいきなり湧き上がってくる。

　前回の夜にもたらされた前戯の記憶だけで下腹部がじんじん痺れ、気持ちよさがどうにも止まらない。

（――もうダメ）

　そう思った直後、ぴくんと体が跳ねる。軽く絶頂を迎えてしまったのだ。

「今、イッた？　胸で？」

　力なく首を振っても誤魔化しようもない。風間はうれしそうに声を弾ませ、ウエストラインをツツツと移動した指先でショーツの中に潜り込んだ。

「――あぁんっ」

　ヌルッとした感触は紛れもなく理沙から溢れた蜜だ。

「そんなに気持ちよかったんだ」

　風間に意地悪っぽく言われ、なにも返せない。事実、理沙の体はすでにとろとろで、風間に触れてもらえるのを待っているのだから。

「どこに触れてほしい？」

「そんなのっ……」

　わかっているくせに。

「ここか？」

　風間の指先がいたずらに内腿やヒップラインに移動する。

（――違うの、そこじゃない）

「それじゃ、ここ？」

　首を懸命に振って訴えるが、風間もわかっていてわざと見当違いの場所ばかりを指す。

　堪えきれなくなった理沙は、思わず風間の手を掴んで自分の秘所に持っていった。

　風間がいやらしく微笑む。

「ここだったのか。それなら最初から素直にそう言えばいいのに」

　それができないから焦れているのだと目で訴えたが、風間が敢えてそうしているのは理沙にもわかっていた。

　なにを思ったか、風間はいきなり理沙の体を反転させる。うつ伏せ状態になりつつ振り返って風間を見た。

「えっ、なに……？」

「なにって、膝立てて」

「どうして」

「いいから」

　言われるがまま四つん這いになる。ショーツを脱がされ、風間にあられもない部分が丸見えだ。

「やっ……！」

　きゅっと足を閉じたが、当然すぐに開かされる。

　卑猥な格好に恥ずかしさが込み上げ、そのくせ下腹部はじゅんと湿る感じがしてもどかしい。

　風間は理沙の腿を手で押さえ、そこに顔を埋めた。

「ひゃあっ！」

　ぬかるんだ蜜口にそれとは異質の生温かい感触を覚え、理沙がつい腰を引くと、そうはさせるかと風間はぐっと戻した。

「やめてっ」

　そう懇願されて止める風間ではない。襞に隠れてひっそりと息づいていた蕾を指で剥き、舌を押し当ててゆっくりと舐め上げた。

「あぁぁーー……！」

　鮮烈な刺激が体を駆け抜ける。ガクガクと腰が震え、あっさり達してしまった。腕を突っ張っていられず、ベッドに突っ伏す。お尻だけ突き上げているような体勢だ。

「滝川、むちゃくちゃかわいいんだけど」

「……かわいく、なん……てっ……」

　見せかけだけの強がりだと思われただろう。風間はふっと笑みをこぼし、ひくつく蜜口を執拗に舐め始めた。襞を丹念にめくり、解すように優しく。それでいて攻めの姿勢は強硬で、容赦なく理沙を乱す。

「んぁっ、ああ……はっ……や、もう……ダメだか、らっ」

「ダメって割に腰が動いてる」

　ククッと笑った吐息がかかり、それもまたもどかしさを与える。イッたばかりのはずなのに、膨らんだ蕾を吸われ、舌で転がされ、またたく間に次の波を連れて愉悦が押し寄せた。

　処女のくせに、こんなにも感じていいのだろうか。

　この前同様、風間の舌に指に乱されすぎて、自分が自分でなくなっていく。必死に守ってきたプライドごと崩れていくのは目に見えていた。

「ほら、もっとイけ」

　これ以上ないほど膨らんだ花芽が、受け止めきれない快感を放とうと痺れたそのとき――。

「ああああっ……！」

　三度やって来た絶頂の波が理沙をさらっていった。

　腰から力が抜けてベッドに倒れ込んだところを今度は仰向けにされ、休む間もなく大きく開かされた蜜窟に風間は指を突き立てた。

「ぁ……ふっぅ……っ」

「やっぱりまだキツイな」

　風間の指がまだ強張りの解けない蜜壁を優しくなぞる。理沙が感じる部分はないかと探りながら、押したり擦ったりをされ、引いていた愉悦がまたたく間にぶり返してくる。

　終わりの見えない悦楽の世界は、理沙を完全に包囲していた。

　肉厚の舌でゆるゆると舐められれば、穢れを知らないはずの蜜壷は飲み込んだ指をきゅうきゅうと締め上げる。断続的に与えられる挑発は、落ち着く間もなく歓びを植え付けていく。

　逃げられないぞ。

　そう言われている感覚にゾクゾクし、理沙を乱れに乱れさせる。

「ほんと、に……許してっ、もう……おかしくなっちゃ……んんんっぁ……ぁはっ」

「もっともっとおかしくなれ」

　変なプライドなんか捨てろ。そう命じられているようだった。

　呼吸は弾み、胸は上下する。

　風間の指に合わせて腰が動き、自分を制御できない。

「風間くっ……っふ、ぅ……あぁっあっ」

　理沙にオーガズムの兆しが見えたのか、風間の動きが速くなっていく。舌と指、両方に翻弄され、理沙は頭を振り乱した。

「イッちゃ、う……っ……あぁっ……あああああ――……」

　ひときわ高く腰が持ち上がり、高みまでいった途端ガクンと落ちる。ゆらゆらと波間を漂う葉っぱのごとく恍惚の波をゆっくりと下りていくと、ぺりっとなにかを破る音が耳に届いた。

　重い瞼をどうにか開けると、風間はボクサーパンツを脱ぎ、猛々しく反り立った自身の屹立に薄い膜を装着していた。

　ついさっき発散したはずの欲望の塊は、彼のそこに再び宿っている。

「今夜はここで終わりだと思うなよ」

　理沙は、処女だとバレるのをもはや気にしているどころではなかった。とろとろにとろかされた体は、風間の熱棒を欲していたのだ。

　それは風間に口淫をしていたときから。――いや、その勇ましい姿を目にしたときから。

　疼く下腹部にこれを迎え入れたらいったいどうなるのかと、未知の法悦に胸を躍らせていたのだ。

　――なんていやらしい。

　自分でもそう思うが、それは相手が風間だからこそ。彼となら、想いが通じ合わなくても繋がりたかった。

　風間が理沙の足に手を添え、いよいよ理沙の秘所へあてがう。

　まだ笠の部分だけだというのに強烈な圧迫感だ。いくら十分に濡れ、解されていても、さすがに指の何倍もの大きさのものはやすやすと入らない。

　じりじりと侵入してくるのと同時に、焼けつくような痛みに理沙は歯を食いしばった。

「っは、きつっ……」

　風間はそこでいったん動きを止め、じっと理沙を見下ろす。

「……滝川、本当は初めてなんじゃないか？」

　馬鹿にするよりはむしろ、優しい、諭すような言い方だった。

　ここまできて言い逃れはできないだろう。侵入を拒むような状況を目の当たりにして、風間が気づかないわけがない。

「さんざん経験豊富なふりしておいたくせにって呆れるでしょ」

　目を逸らして自虐した。

　処女のくせに、なにを強がって経験者ぶっていたのか。弱みを一番見せたくなかった相手に、無様に自分から晒さなくてはならないカッコ悪さが情けない。

「バカだな」

　まただ。侮蔑の言葉が胸に響く。

　風間の〝バカ〟には愛がこもっているように感じるからたちが悪い。そんなわけがないのに。

「なんでそんな嘘なんか」

「……みんながそう思ってるのに悔しいし恥ずかしいし、違うなんて言えないじゃない」

「普通逆だろ。経験豊富なくせに初心なふりするものじゃないのか？」

「そんなこと言われたって！」

　そうなってしまったのだから。みんなが描くような自分でいるしかなくなったのだ。

「ほんっとバカだな」

「そんな実感込めて言わなくてもいいじゃない。どうせバカですよーだ」

　つい強がって言い返す。

　目を逸らしたままでいると、不意に風間が理沙を抱きしめた。

「それでいい。滝川はそのまんまでいろ」

「なによ、どういう意味？　バカがお似合いだって言いたいの？」

　どうしてこんなにも素直じゃないのだろうか。

「減らず口はこうしてやる」

「――んっ」

　無理に顔を風間に向かせ、唇が塞がる。侵入してきた舌にねっとりと口内を舐められ、最後に舌をきゅっと吸われた。

「滝川の初めてが俺でうれしい。優しくするから」

（うれしいってどういう意味？）

　風間の言葉の真意を測りかね、頭の中が混乱する。

　プライドの高い女の正体を自分が暴けてうれしいのか、それとも――。

　もうひとつの可能性が頭を過ったそのとき、チュッと音を立てて唇が離れた。体を起こした風間が、理沙の腰をぐっと引き寄せる。

「ゆっくり挿れていくから痛かったら言ってくれ」

　頼りなく頷き、来る痛みに備えてシーツをぎゅっと掴んだ。

　いったん離れた熱い塊が、今度こそ理沙の中を埋め尽くしていく。メリメリと音を立てているのではないかと思える衝撃に、理沙は息を止めて耐えた。

　ようやく奥まで飲み込むと、風間は体を倒して理沙をぎゅっと抱きしめた。圧迫感がなくなる気配は、まだない。

「滝川、俺を好きって言え」

　風間が唐突に出した指令に耳を疑う。

「……え？　なに言って」

「いいから。嘘でもいいから好きって言え。そうすれば痛みも忘れられるはずだ」

「なんで」

「いいから、言う通りにして」

　よくなるための潤滑油。そう言われれば理沙は従う以外にない。

　この痛みの向こう側にある未知の領域に行くには、その言葉が必要だと言うのなら。

「……好き」

　想いが小さな声でぽろりと零れていく。それが口先だけのものでないのは、理沙自身が一番よくわかっていた。

　風間にとって、この〝好き〟は本気の好きじゃない。風間がそう思ってくれるのなら、何度だって言える。

「好き、風間くん」

　風間の言う通りだったのかもしれない。好きと言っただけで、繋がった部分が優しく解けていく。まるで最初から繋がっていたかのように、それがあたり前であるかのように、馴染んでいく感覚がした。

「滝川……」

　風間の目に情欲が浮かぶとともに、理沙を抱きしめたままゆっくりと動き始めた。

「痛くないか」

「……うん」

「俺も好きだ」

　風間のその言葉もまた、セックスの潤滑油。理沙の痛みを完全に取り払うためだけのもの。理沙に言わせたのと同じ意味合いのものだとわかっている。

　でも、それでもいい。こうして繋がっている間だけでも、隠さずに気持ちをぶつけられるのなら。

「風間くん、好き……んんっ、ぁ」

　やがて動きが大きくなり、痛みが気持ちよさへと徐々にすり替わっていく。ついさっきまであった異物感や猛烈な圧はなくなり、とろける感覚に変わった。

　ネットや雑誌の体験談では、初めてのセックスは痛みしかないと書かれているものばかりだった。それなのに……。

「滝川、気持ちいいのか？」

　素直にうんと頷き、風間をつい潤んだ瞳で見つめる。

「それ反則だろ」

　風間は困ったような顔をしてふっと笑い、ゆっくりと上体を起こした。

「いくぞ」

　そう言ってくいっと腰を理沙に押し込むようにする。

「あんっ」

　それまで届いていなかった最奥を突かれ、なんとも言えない甘やかな体感が理沙を襲う。これまでに風間に教えられた、どの感覚とも違う。屈服したくなるような、とても危険な性感だ。

「滝川の体、いやらしいな。初めてなのに……っ、もう感じてるのか」

　腰を振りながら意地悪な顔をする。それでもまだ律動は優しい。

「やっ、言わないで」

　自分だって、どうかしているとしか思えない。こんなにも感じやすい体だと知らなかったのだから。

　いや、風間だからこんなにも乱れるのだ。彼だからこそ。

　想いが通じていないもどかしさも連れ、風間から与えられる刺激を余すところなく感じきりたい。

　風間は理沙の両足を持ち、その動きを次第に激しくさせていく。理沙が痛みを感じなくなったのを確かめてからは、容赦なく己の欲をぶつけるかのような律動だ。

「滝川の……中、すごいな。俺をもっと……っ、取り込もうとして、……蠢いてる、っく」

「そんなことっ、な……いっ……あぁっん」

　風間が腰をグラインドさせると、ぬちゃっという淫靡な音が聞こえ、奥からさらなる蜜が溢れてくる。違う角度で蜜壁に切っ先が当たり、別の気持ちよさを連れてくるのだ。

　それだけでも堪らないのに、風間はあろうことか何度も絶頂を味わった理沙の花芽を親指で擦り始めた。

「やあぁぁーーーっ！」

　すっかり剥けて敏感になった部分をそうされたら、ひとたまりもない。しかも蜜窟は、指では到底及ばないもので突かれているのだ。

　押し上げられるようにして背中が浮く。淫芽に神経が集中して膣に力が入った。

「ダメぇっ！　おかしくなっちゃぅ……ぁあっ……」

　理沙は本気で自分の体が壊れてしまうのではないかと思った。

「っく……締めすぎっ」

「だって風間くん、が……っぁ……はっぁ」

　理沙がいやいやをするように首を振っても、風間は攻めの手を緩めない。ゆっくりと、それでいてじっくりと突きながら、理沙の敏感な蕾を丹念に転がしては摘む。

「か、ざま……く、ん……ぁっ、好き……」

　うわ言のように繰り返す。今だけはセックスのせいにして想いを伝えられるから。

　でも言葉は不思議だ。そう言うだけで気持ちよさが上乗せされるのだから。風間の言っていたことは本当だ。

「……滝川……っくはっ、俺も……好きだ……っぁ」

　それが今を楽しむだけのものだとしても、理沙の感度を高めるには十分過ぎた。

　じわりじわりと強く大きなうねりがやって来たそのとき。

「あっ……んんんーーーっ」

　背中がしなやかに反り、びくんびくんと腰が揺れる。風間を飲み込んでいる蜜口はきゅうきゅうと彼を締めつけた。

「今の顔、すごくかわいい」

　よがって乱れた顔がかわいいわけはないと思いつつ言い返せない。くたりと体を投げ出し、荒い呼吸が静まるのをただただ待つ。

　なにも考えられず、頭の中は真っ白だ。

「滝川、悪いけどまだ終わらないよ」

「……え？」

　驚く理沙だが、風間自身はまだ熱く滾ったままだから当然だろう。

　繋がったまま抱き起こされた理沙は、そのまま風間の膝の上に乗る格好になる。

　いわゆる対面座位の体勢になり、風間と上体がぴったりとくっつく。なんとなく安心するのは、抱きしめ合えるからか。

　キスをされ、腰がゆっくりと下から突き上げられる。

「滝川が動いてみて」

「……私が？」

　そんなこと、できるだろうか。

（でも風間くんと一緒に気持ちよくなれるのなら……）

　膝を立てた状態でぎこちなく腰を上下に動かしてみる。が、今ひとつうまくいかない。風間のものが抜けてしまいそうで危ういのだ。

　戸惑っていると、風間は理沙のお尻に手を添え、動きを補助し始めた。

「ゆっくりでいいから」

「……うん」

　言われたままに上に下に腰を動かす。彼が手伝ってくれるおかげで、だんだんとコツを掴めてきた。

　しかも体が密着するせいか、理沙の一番敏感な部分が風間にあたってなんとも言えず気持ちがいい。

「ぁ……ふっ、んんっ……」

「感じる？」

　風間の首に腕を巻きつけているため、風間の囁き声が耳にダイレクトに響く。

「……う、ん……すごく。風間くんは？」

「俺もヤバイ。滝川の……っ感じてるのを見てるだけで……っく」

　風間の切羽詰まった顔も、同様に理沙の享楽を強めていく。ふたりの熱はこれまでとは比べられないくらいに高ぶり、さらに一緒に上り詰める。

　理沙が下へ動くのに合わせて風間が突き上げるから、その度に最深を刺激されて、甘美な痺れが体を貫いていく。

　風間は唾液をたっぷりとまぶした親指で、体の動きに合わせて弾む胸の突起を転がし始めた。首を縮め、ときおり舌でねっとりと舐め上げる。

「ぁっ……風間く……ああぁっ、やっ……」

　三ヶ所から与えられる甘い刺激に体が壊れてしまいそう。

「……滝川、すげーいい顔。っそそって……っく、たまんない」

「やっ、見ない……で……」

　きっとはしたなくて、いやらしい。そんな顔だ。

「そうはいくかっ」

　最後の言葉に合わせてグンと腰を突き上げる。

「ああっ！」

　おへそまで届きそうなほどの甘やかな衝撃が理沙を襲った。

「はぁっ、んん……っあ、あぁ……ね、風間くん……キス……キスして」

　どうにも止まらない愛しさと、とめどなく溢れてくる性の歓びと。どちらも理沙を乱れさせた。

　貪るように塞がれた唇から、どちらのものかわからない涎が滴り落ちる。

「滝川の中……ほんとにヤバっ。……っクセに、っは……なりそうだ」

　切実な風間の声が、息遣いが、理沙の五感を揺さぶる。

「も、ダメ……風間くん、あぁっ……イ、クッ……イッちゃ……っ」

「……っく、はぁっ、俺ももう……！」

　風間の手の動きに合わせる理沙の腰も、スピードを上げていく。鮮烈な快感は今日一番の大きな波を引き連れてやって来た。

「風間く……っ」

「っは、ぅ……っ」

　張り詰めた理沙の神経が弾けると同時に、風間も短い呻き声を上げ、薄い膜の中に白い飛沫を勢いよく放った。

　目の前が霞み、頭が朦朧としてきた理沙は、そのまま風間にもたれかかるとスーッと意識が遠のいていく。

　完全に感覚を手離す直前、「理沙、好きだ」と囁いた風間の声を、夢の中の出来事のように聞いていた。






三章　止められない想い








　恋人と友達の境界線はどこにあるのだろう。

　理沙が風間と一線を越えてから十日が経過した。明確な線引きの言葉を交わしていないふたりが、恋人でないのは確か。かといって友達かといったら、それも微妙なラインだ。

　あれから風間の仕事は忙しく、出張や研修が入って、ふたりきりで会っていない。今日も風間は出張だ。

　社内で顔を合わせることは当然あるが、風間の態度は依然としてこれまでと変わらず。同期のほかの仲間に接するのと同じだ。

　理沙の心だけ奪われた状態で、日ごとに風間を想う気持ちが募っていた。

「滝川さん、ちょっといいかな」

　その日の退勤間際、理沙は部長の田沢のデスクに手招きで呼ばれた。どことなく神妙な面持ちが、理沙を緊張させる。

（なにかミスでもしちゃったかな……）

　恐る恐るデスクへ行くと、田沢はパソコンのモニターを指差した。

「滝川さんから送ってもらったマーケティングレポートなんだけど」

　画面には、理沙が今日の午後一番で田沢に送信した商圏レポートが表示されている。次に出店する候補地の選定のために作成したもので、明日の会議で使用する資料だ。

「データが欠落してないか？」

「えっ」

　田沢の言葉にヒヤッとした。

　画面をスクロールしていき、マウスがあるところで止まる。すると、そこになくてはならないデータがまっさらの状態。候補地を起点とした第一次から第七次商圏までの人口など様々な統計データが空白になっているのだ。

（嘘、そんなはずないんだけど）

　だけど、田沢に送ったファイルにデータがないのは事実。理沙は慌てて自分のデスクに戻り、パソコンのフォルダを探った。

　ところが理沙に残されていたファイルも欠落した状態のもので、ごみ箱フォルダを漁っても完全なものが見つからない。それは田沢にいくつか送ったほかの候補地についても同様だった。

　データ処理をした後に推定年商規模を導き出したのだから、理沙は確かにその分析を目にしているはず。それがないのは、保存に失敗でもしたのだろうか。

　田沢に送る前に確認したはずだが、完全な見落としだ。

「……どうしよう」

　理沙がポツリと漏らすと、斜め向かいの弥生が気づいて顔を覗かせる。退勤時間を過ぎたため、すでに帰り支度を始めた彼女の机の上はすっかり綺麗だ。

「滝川さん、どうしたんですか？」

「明日使う資料に不備があって……」

「ええっ！　それは大変！　出店会議用のですよね？」

　弥生が素っ頓狂な声を上げる。

「そうなの」

「手伝いますって言いたいところなんですが、約束があって……」

　弥生は申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「そんなの気にしないで。私のミスだから自分でなんとかする。弥生ちゃんは帰って大丈夫」

「ほんとごめんなさい」

　弥生は顔の前で手を合わせ、何度も頭を下げながらマーケティング部を後にした。

　会議は明日の十時。候補地は四つあるが、残業してなんとか間に合わせるしかない。

　明日の会議までには間に合わせると田沢に伝え、早速データ分析に取り掛かる。商圏調査のためのＧＩＳ――地理情報システムソフトを立ち上げ、ひとつめの候補地からだ。

　住所などの必要事項を入力し、ソフトの処理を開始。ところが、数十分かけて完了したひとつ目のレポートを確認してみると、田沢に提出したときと同様に分析結果の不十分なものが抽出された。

「……どういうこと？」

　試しにほかの候補地について同じように処理してみたが、同じところでつまずいてしまう。

　気づけばマーケティング部内は理沙ひとり。聞けるような人は残っていない。ソフトを開発したシステム会社に電話を入れてみたが、留守電に繋がるだけだった。

　理沙のデスク周り以外、電気が落とされた部屋はしんと静まり返り、心細さが輪をかける。

　どうしてデータの欠落を見落としたのだろう。いつもなら入念に確認するので、絶対に起こさないようなケアレスミスだ。

　パソコンの前で呆然としていると、部屋のドアが開く音がして急いで立ち上がる。

「すみません、ちょっと仕事が終わらなくて――」

　警備員でも巡回に来たのかと思い、言い訳がましく開いた口をそのまま半開きにする。

「滝川？　もう八時半回ってるけど残業？」

　現れたのは、昨日今日と出張していた風間だった。目を見開き、理沙の方へ歩いてくる。

「あ、うん、ちょっとレポートをね」

「レポートって、明日の会議の？　こんなギリギリになって？」

　風間もその会議のメンバーだ。きっと、明日使うものを直前に作っているなんて、なにをしているのだと思っただろう。

「ちょっとミスしちゃって」

　言いたくはなかったが、こんな時間まで残っていたら隠してはおけない。

「滝川にしては珍しいな」

「そんなことないよ。風間くんみたいに完璧にはできないから」

「いや、俺だって完璧じゃないし。滝川のレポートは見やすいし、いつも的確な結論を導き出してるじゃないか」

　いきなり褒められて照れくさくなる。そそくさと目を逸らして、パソコンのモニターを見た。

「で、どこまでできた？」

「あ、それがね……途中で処理がうまくいかなくて」

　理沙は抽出されたデータをモニターに表示させた。

「ちょっといいか？」

　自分の椅子に座った風間が、理沙のパソコンの前までキャスターを滑らせる。マウスを操作して画面を確認し、「ここが欠落してるのか」と呟いた。

「何度か試してみたんだけど、同じところが空白になっちゃって」

　風間はそのファイルをいったん閉じ、ソフトのロードスクリプトを開いた。

　その画面は理沙も開いたことはあるが、プログラミング的なものはさっぱりわからず、手出し無用だと閉じて終わり。それを風間がざっと確認していく。

「あ、ここか」

　不具合を起こした箇所を発見したのか、風間はそこでキーボードを叩き始めた。

「風間くん、直せるの？」

「このくらいならね。何度かこれを作ったシステム会社の担当者とやり取りしてるうちに、なんとなくいじるようになって」

「……すごい」

　さすがだと思わずにいられない。

「慣れだよ、慣れ」

　そういう話ではないだろう。慣れで理解できるプログラムとは思えない。

　真剣な横顔につい見入る。

　マーケティング部内では、課長を飛ばして次世代の部長候補だと言われるほどやり手の風間。信頼も厚い男が一大事に颯爽と現れてピンチを救うというシチュエーションに、胸を高鳴らせるなという方が無理だ。

　風間の指はしばらくキーボードの上を華麗に舞っていたが、「よし、これでオッケーだろ」と止まった。

「もう一回プログラムを動かしてみて」

「うん、わかった」

　今度は理沙が自分のパソコンの前に移り、最初からやり直す。

「あとはどれ？　手伝うよ。たしか四件くらいあったよな」

「えっ、いいよ。風間くんは出張から帰ったばかりだし、疲れてるでしょ。あとは自分でなんとかする」

　風間の有能ぶりに、あとは自分でなんとかしなくてはと触発される。

「これをひとりで作ってたら、明日の朝になるぞ？」

「でも、自分のミスは自分でカバーしなくちゃ」

「それは時と場合による。こういうときは頼れ」

　真顔で諭され、いつまでも意地を張っていられなくなった。

　風間に手伝うと言われて、本音ではとてもうれしかったのだ。

「ありがとう。それじゃ、お願いします」

　素直に頭を下げ、物件の資料を手渡した。

　

　風間の助けもあり、データ分析がなんとか終わったのは、日付が変わろうとしている頃だった。

「やっと終わった……」

「こっちもできたぞ」

　ふたり揃って椅子に座ったまま腕を伸ばして大きく伸びをする。数時間かけてパソコンと睨めっこしていたため、体中がガチガチに凝り固まっている。

　あとは田沢にファイルを送信して終わりだ。メールソフトを立ち上げ、重いデータをひとつずつ送信していく。

　四つ目の〝送信完了〟の文字が現れ、ようやくすべてが完了した。どっと出てきた疲れが、解放感に変わっていく。

「風間くん、ありがとう。本当に助かった」

　彼がいなかったら朝までに終わらないどころか、ソフトの不具合を直せず、会議にも間に合わなかっただろう。

「滝川もお疲れ」

　風間が理沙の肩をトンと軽く叩いた手が、なぜかそこから離れていこうとしない。微笑み合っていた風間の目に、不意に熱がこもったように見えた。

　そこから目を逸らせず、急速に彼を意識する。

「手伝ったお礼、貰おっかな」

「……お礼？」

　そう聞き返した直後、風間は理沙を椅子ごと引き寄せ唇を重ねた。

　完全に心を奪われている理沙が拒めるわけもなく、素直にキスを受け入れる。しかし、好きだという言葉は言えずに、理沙の胸の奥にとどまったまま。始まりが体からだったため、〝そんなつもりはなかった〟と言われるのが怖かった。

　すぐに離れるだろうと思われた彼の唇にその気配はない。しばらく理沙の唇を食んだり吸ったりして感触を楽しんだ後、ゆっくりと舌を挿入してきた。

　ねっとりと口腔内を動き回る舌が、理沙の官能を目覚めさせようと煽ってくる。

　漏れる吐息の温度が上がるのは必然。静かなオフィスにキスを交わす水音が響いた。

　風間の手が理沙のブラウスのボタンに伸び、ひとつふたつと外していく。

「ね、待って」

「……ん、は……待たない」

　キスをしながらその手を止めるが、脳内まで甘さにとろけ始めていた理沙は言うほど強気に出られない。

　胸に触れるくらいなら。さすがにそれ以上は風間だってしないだろうという考えもあった。

　はだけた胸もとから入ってきた風間の手は想像以上に熱を帯び、理沙の肌にそれを伝染させていく。ブラジャーごと胸を揉みしだかれ、布を一枚隔てているのがもどかしくなる。

「……ふ……んぁ……」

　甘い吐息が漏れ、キスに集中できない。それとは裏腹に会社なのにという意識も捨てきれず、ここまでで止めなきゃというブレーキをかけようとしたそのとき。

　ブラジャーをたくし上げられ、白い胸が露わになった。

「――っ!?」

　先がすでに硬くなり始めているのがわかって恥ずかしい。

　円を描くように意味ありげに動く指先が尖端に触れた瞬間、首筋が反りキスが解ける。

「ぁっ――ん」

　理沙の口で湿らせた親指でくにくにと捏ねられ、体の芯がじんと痺れる。それに感づいた風間は理沙の両膝を自分の膝で割り、スカートの裾から手を忍び込ませた。太腿を伝う手が理沙を惑わせる。

「こんなの、お礼じゃなぃ……でしょ」

「そうだね。これじゃ足らない」

「そうじゃなくてっ」

　ストッキングにかかった風間の手を咄嗟に止めたが、風間は余裕の笑みだ。

「破きたくないから」

　脱ごうかと目で命ずる。

「どうして？」

「滝川に触れたいから。久しぶりに顔を見たら歯止めが利かなくなった」

　切実な声が理沙を翻弄する。どういう意味なのか問いただす勇気はなかった。

「こんなところでダメ」

「こんな時間に誰も来ないよ」

　午前〇時過ぎ。確かに風間の言うように誰も来はしないだろう。

　理沙を立たせた風間がストッキングを脱がせていく。手で押さえるのはフェイクも同然。抵抗にもなっていない。

「でもっ」

　ショーツの脇から侵入してきた指先が割れ目をなぞり――。

「あぁっ」

　くちゅりといういやらしい音とともに、ひと際高い声が静かなオフィスに響き渡った。前後に指を動かされ、甘い刺激に身悶える。

「こんなところって言う割に、ここは俺を求めてるみたいだけど？」

「そんなっ……ぁっ……か、風間くんだって」

　スラックスの膨らみは、欲望の塊がそこで息をひそめているのを隠しきれていない。

「だから言ってるだろ。滝川に触れたかったんだって」

　そこに気持ちが伴っていなくても、そう言われれば体は正直に反応する。

「滝川がかわいいから悪い」

「嘘ばっかり」

　意地っ張りで素直じゃない、かわいげのひとかけらもない女だ。

　風間の言葉は、体を繋ぐために紡がれるだけだから。経験豊富を語っていた理沙の本当の姿を暴いた、優越感の副産物みたいなものだろう。

「嘘じゃない」

「きゃっ」

　そう言うなり風間は理沙からショーツごとストッキングを下ろし、脇の下に手を差し込んでデスクに座らせた。

「ちょっと、なにするの？」

「なにって、いやらしいこと以外になにがある？」

　風間は意地悪に目を細めて、理沙の足を持ち上げた。

「いやっ……！」

　Ｍ字に開脚させられ、風間の前にあられもない姿を晒してしまう。足を閉じようとしたが、風間に腿を押さえられ、これ以上ないほどに開かれた。

　うしろに手をつき、顔を背ける。恥ずかしいのに、それが歓びとなって理沙から蜜が滴っていく。奥から生温かいものが溢れてくるのが自分でもわかった。羞恥心は媚薬だ。

「こうされて、滝川のここ、喜んでる」

　言葉が耳まで通じて脳を侵そうとするから堪らない。

　顔を背けて目を閉じていると、不意にぬらりとした感触を秘所に覚える。

「――あぁっ」

　目を開けると、風間がそこに顔を埋めているのが見えた。視覚的にものすごく卑猥で、快感がより高まっていく。

「あぁん……ふ……っ」

　艶々に色づいた秘珠を風間に舌でチロチロと舐められ、お腹の奥がぐずぐずに疼く。蜜襞を掻き分けて指が入ってきた途端、微弱な電流が背筋を駆け抜けた。

　花芽を舌で転がされながら指を出し入れされ、はしたないとわかっていても自然と腰が動く。この前の風間との記憶がそこに染みついているからだろう。この後どうなるかを知ったばかりの蜜窟は、従順にそれを求める。

「そんな色っぽい顔されたら、俺ももう限界」

　これまでの風間なら、何度か理沙をイカせてから挿入するが、そんな余裕もないようだ。切羽詰まったような声でスラックスの前を寛がせ、そこになんとか収めていた熱棒を取り出した。

　今にも破裂しそうなほど猛々しく上を向いたそれは、血管が浮き出るほどに張り詰めている。

　風間は理沙をデスクから下ろし、椅子に座った自分の上に足を開いて跨がせた。風間の熱い剛直があたるだけでゾクゾクと痺れる。

「あいにく持ち合わせがないから挿れられないけど」

「えっ……」

　スキンを持っていないと言う。

　つい理沙がガッカリしたような声を漏らすと、風間はニヤッと笑みを浮かべた。

「残念？」

「そ、そんなわけないでしょ」

　本音と裏腹に軽く睨んで強がる。

「ま、いいけど」

　風間は浅く腰を掛け、自身の熱くなったものを理沙の濡れた秘所に強くあてがった。

「滝川、上下に動いてみて」

「え、……こう？」

　ゆるゆると動かすと、予想以上に気持ちがいいと知る。風間の剛直と擦れ合い、ぬちゃぬちゃという音を立て、ものすごく卑猥だ。

「はぁ……う……ぁんっ……」

　風間も腰を突き上げ、熱棒が理沙の襞や花芽を扇動する。それが気持ちいいからこそ、理沙の蜜窟はその熱いもので穿ってほしくてひくひくと疼いていた。

「ね、風間く、ん……ぁっ……ふ、今日は大丈夫な日、だから……んっ」

「俺のが欲しくなった？」

　コクコクと頷く。こんな状態では終われない。

「っは、そんなとろけた顔して言われたら、俺だって我慢できないだろ」

「いいの……お願い」

　とにかく一刻も早く。

「いつも強気の滝川のそんな顔、誰も知らないのかと思うとゾクゾクする。実は俺も挿れたくてたまらなかったんだ。よし、外に出そう」

　風間は理沙の膝の裏に腕を差し込んで抱き上げ、もう一度デスクの上に座らせた。

　足を大きく開き、今か今かと待ち焦がれる理沙の秘所に、風間がぬらぬらと光り、反り立った切っ先を突き立てる。

「――あっ」

　ずぶずぶと飲み込み一気に風間を奥まで迎え入れると、繋がった悦びと気持ちよさに胸と体が震える。

　風間は理沙を数秒間ぎゅっと抱きしめ、ゆっくりと抽送を始めた。

「っく、滝川……あんま締める、なっ……もたなくなる」

「そんなこと……言った、って……んぁっ……」

　意識して締めているわけではない。

「ナマはヤバいな。……っは……クセになりそうだ」

　それは理沙も同じだった。薄い膜が一枚ないだけなのに、風間の笠や筋をまざまざと感じ、得も言われぬ快楽を生み出していく。

「……んっ、風間くん……あぁっ……ふぅ」

　まだ挿入されたばかりなのに、今すぐどうにかなってしまいそうになる。

「先に一度イカしてやる」

　風間はふたりが繋がった部分に手を伸ばし、花芽をくすぐった。親指と人差し指で摘まみ、くりくりと捏ね回す。そのうえ、腰はグラインドさせるように動かした。

　中途半端に与えられた刺激で疼いていた部分にそうされては抗う術もない。

　ゆっくりと剛直を引き抜き、同じように時間をかけて沈めていく。最後にくいっと押し込むようにして風間が腰を突くと、最深に届いて止めどない愉悦の渦が巻き起こる。

　そうして繰り返し蜜襞を往復しては、同時に花芽を擦られ、新たな蜜が後から後から溢れていく。デスクには透明で芳醇な液体が糸を引きつつ、水たまりを作っていった。

「もうダ……メ……っ、風間く……ああぁっやっ……あ、あ、あ、ぁあーーーっ！」

　理沙が昇り詰めるのに合わせて、風間の律動が速まっていく。ぐちゅぐちゅと水音を立て、デスクが軋む。充血してぷっくりと膨らんだ蕾も親指で激しく摩擦を繰り返されれば、頂点はあっという間に訪れる。

　ガクンガクンと腰が跳ねて理沙が達すると、風間は腰の動きをいったん止めて引き抜いた。もちろん、未だ猛々しく上を向いている。

「滝川、デスクから降りて」

　くたくたになりながら、言われたまま足を下ろして立つ。風間は理沙の体を反転させてうしろ向きにさせ、デスクに両手をつかせた。

「……どうするの？」

　理沙の質問には答えず、風間はスカートをたくし上げた。丸みを帯びた形のいいヒップが、ふるんと震える。

「え、うしろから？」

「そう」

「でも……」

　バックという体勢が理沙を躊躇させる。

「ちょっと怖い」

「大丈夫。ほら、こっち向いて」

　風間は理沙の顔を振り向かせ、唇を塞いだ。

「んっ……ふ……」

　舌の挿入に合わせて、突き出した彼女の腰をぐっと掴み、ぬかるんだ部分に高ぶりを押し当てた。

　つい先ほどまで風間の滾ったものを飲み込んでいたそこは、たやすく迎え入れる。これまでとは違う角度で入ったためか、新たな性感帯を開拓していく。

「……ったまんない。すごく締まる」

　お互いに違った刺激を与え合い、キスが解けて透明な糸が伸びる様が妙に官能的だ。

　初めての体位に怖がる理沙のため、慎重に突き進んだ風間はいったん途中で止めた。浅い位置で挿したり抜いたりをゆっくりと繰り返しつつ、次第に深くなっていく。お腹のすぐそばまで到達しているような、とても深い挿入感だ。

「ん……ふぅ……」

「痛くないか？」

「……うん、平気」

　理沙の状態を確かめつつ、徐々に律動が速くなっていく。

「っく……これ、ヤバいな。……ふ……プライドの高い滝川を……支配してる感じが……たまらなくそそる……っ」

「なに……そ、れっ……ひどっ」

「こんなに従順、で……かわいいなん……て、誰も知らないだろっ」

「やぁんっ！」

　最後の言葉でくいっと腰を突き上げ、最奥に切っ先が届いて悩ましい声が理沙から漏れる。

「ほら、その声……。もう一回聞かせ、て」

「――あぁっ……んんっ……」

　先ほどよりも強く熱棒を押し込まれ、一段と甘やかな快さが広がった。

「か、風間く……ん、好き……！」

　この前のようにセックスを気持ちよくするためだけの言葉なら、こんなにも素直に言えるのに。決して本音とは取らない風間の口からも、この場を楽しむだけの「好き」が何度も漏れる。

　束の間の恋人気分を味わい、快楽に身を委ねる。

「……っふ、はっ……俺以外には絶対に……こんな姿、見せるなよ。……っく」

　それはどういう意味なのだろう。恋人でもないふたりには、そんな束縛は意味を成さない。

　でも今だけは。せめてふたりが繋がっている間だけは、彼の恋人でいたい。

「風間くん、大好き」

　本音だと思われてもおかしくないくらい、実感を込めて言った。

　それを境に抽送が速まり、ふたりの肌がぶつかってパンパンという音が淫らに響く。野性的な体勢と会社でセックスをしている背徳感が、余計にふたりをヒートアップさせている気がした。

　風間の手が、揺れる理沙の胸に伸びてくる。硬くしこった蕾をくにくにと転がし、大きな手で揉みしだく。もういっぽうの手で淫芽をいじられたら、理沙は太刀打ちもできない。体中が熱くて、痺れて、どうにかなりそうだ。

「滝川……もうっ、俺……限界だっ……」

「私、も……んんっ、あっ、あっ……」

　急激に迫りくる大きなうねりに、ふたり同時に乗る。律動が、激しく速く体を揺らし、頭の中に火花が散るような感覚だ。

　そして次の瞬間――。

「あぁぁぁーーー！」

「っふ、ぁ……滝川……」

　風間は胴震いをして自身を理沙から引き抜き、熱い白濁の飛沫を理沙のヒップラインに放ったのだった。







四章　素直になる五秒前








　翌日、理沙は資料を確認した田沢にデスクに呼ばれ、「お疲れ様」と労われた。

「よく短時間でまとめ直したな」

「あ、実は風間くんが手伝ってくれまして……」

　そう言いつつ、彼の方を見る。

　理沙たちの話し声が聞こえていたらしく、風間は「いや、ちょっと手を貸しただけですよ」と優しく微笑んだ。理沙の健闘を称えるつもりだろうが、彼がいなかったらこの資料は完成させられなかっただろう。

「まぁ、ともかく会議に間に合ってよかったよ」

「はい、ご心配をお掛けして申し訳ありませんでした」

　頭を下げ、自分のデスクへ戻る。

　風間はチラッと意味深な目線を理沙に送ってから、パソコン画面に目を向けた。

　自分の席に着くと、嫌でも昨夜のシーンが蘇る。

　今、理沙が座っているこの場所で、風間と淫らに交じり合ったのだ。普段仕事をしている、このデスクで。この椅子の上で風間に跨り、腰を振っていた。

　ほんの数時間前に、仕事絡みの会話が飛び交うフロアでそんな情事を繰り広げていたなんて信じられない。

　理沙がひとり勝手に昨夜にタイムスリップしていることに気づいたのか、風間が隣からそっとメモ書きをよこした。

〝顔赤いぞ〟

　たったひと言で理沙を動揺させる。

　キッと強く睨んだつもりが、風間の優しい笑みに返り討ちにあった。ドキッとさせられ、そそくさと自分のパソコンに視線を戻す。

　理沙もメモをピリッと破り、走り書きをした。

〝意地悪〟

　それを風間の前に滑らせると、彼が再びメモで返す。

〝滝川にだけ〟

　その言葉の意味を図りかねて、一瞬固まる。好意があるからこそだと言いたいのか、それともそのままの意味で理沙にだけ意地悪をしたいだけなのか。

〝私たち、どういう関係なの？〟と書いて渡そうとしたが、すぐにくしゃっと丸めてゴミ箱に捨てた。

　

　

　ふたりの関係性が曖昧なまま一週間が経過していった。

　風間とは、メッセージや電話でのやり取りがなんとなく増えたような気はしなくもないが、それでも明確な言及はないまま。

　彼の眼差しや言葉から好意があると錯覚しそうになるが、そのたびにそんなわけはないと否定することの繰り返しだった。

　恋愛経験豊富が聞いて呆れる。これまでの自分の行いを洗い清めたい気持ちでいっぱいだ。

　いっそ入社直後のみんなに〝社内の人間とは付き合わない〟と公言した日に戻ってやり直したい。本当は恋愛すら未経験だと正直に話して、今いる未来を変えられたらいいのに。

　誰かに相談して、この歪んだ関係性の道しるべを説いてほしい。

「難しい顔してどうしたの？」

　社員食堂の窓際のテーブルでひとり箸を持ったまま考え込んでいる理沙に、美樹が声を掛けてきた。

「ここ、空いてる？」

「あ、うん、どうぞ」

　空いていた理沙の前の席に、今日の日替わりパスタのナポリタンがのったトレーを置いて腰を下ろす。

「で、どうした？　仕事でなにかあったの？」

「ううん、仕事は特になにもないよ」

「〝仕事は〟ってことは、それ以外でなんかあったんだ」

　美樹はナポリタンに粉チーズを振りながら理沙をチラッと見た。

「百戦錬磨の理沙なら恋の悩みってわけでもないだろうし」

「そんな言い方はやめてよ」

　ふふっと笑い、美樹がフォークにパスタを巻き付ける。

「理沙でも恋愛の悩みくらいはあるか。で、なにを悩んでそんなに気難しい顔になっちゃうの？」

　聞こうか聞くまいか迷ったのは一瞬。すがる想いで口を開く。

「……美樹が今の彼と付き合うときって、どちらかから告白とか、なにかはっきりとした言葉はあった？」

「アプローチは私からで、彼から付き合おうって言葉があったよ」

　やはりそうか。

　女性にとってセックスはハードルが高いもの。体を許しているくらいなのだから、理沙に風間に対する好意があるのは彼にも伝わっているだろう。しかも初めてを許した相手だ。

　それなのに風間からリアクションがないのは、彼にそのつもりがないから。そういう結論になる。男の人は好きじゃなくてもセックスできるというのは、ネットや雑誌で何度も目にした情報だ。

「理沙、気になる人がいるの？」

「あ、うん、実はね」

「そっかー。へぇ、どんな人だろ」

　理沙が素直に白状すると、美樹は目をまん丸にしてうれしそうに笑った。

「もしも先に体の関係から始まっちゃったら、それはやっぱり体だけなんだよね？」

「あら、理沙先生にしては珍しいお悩み！　って茶化しちゃダメだよね？　真面目に悩んでるんだもんね」

　多分美樹がそうしておどけるのは、理沙の顔が相当深刻になっているからだろう。わざと和ませようとしているのだ。

「私も体から始まったパターンはあったよ」

「ほんとに？」

「酔った勢いで友達と。私、スキンシップに弱いっていうか」

　理沙の状況に限りなく近い。長らく同期として付き合ってきた風間と、お酒の勢いも少なからずあった。大きなきっかけは、理沙の意地っ張りな性格が災いした攻防戦だけれど。

　理沙の根底に風間に対する想いがあったから、体を重ねてそれが大きくなってしまった。

「そのときは美樹から好きって言ったの？」

「うん。体の関係だけずるずる続いていたんだけど、あるときどうしてもはっきりさせたくなってね」

　美樹によると、相手の彼も言おうかどうか迷っていたと言う。

「付き合っても結局は別れちゃったけど、やっぱり気持ちは素直に伝えるのが一番だよね。理沙もいつもアドバイスしてるじゃない。素直になった方がいいって」

「そう、だったよね」

　痛いところを突かれた。

　いざ自分がその立場になると、そんなひと言で簡単に済まなくなると気づかされた。素直になりたくてもなれないから、みんな悩むのだ。そんなことに初めて気づくのだから、相談員失格。恋愛経験豊富だと豪語していた、未経験者の戯言でしかない。

「自分の気持ちを正直に伝えて、相手に通じなかったらそれまででいいじゃない。体目当ての男なんだもん。逆にふっきれた方がいいと思う」

「……そっか。それもそうだよね」

　体だけで繋がっていても、自分が不幸になるだけ。それなら早く決着をつけた方がいい。

「私が理沙にアドバイスができるなんてうれしい」

「やだな、美樹。私そんなに恋愛上手じゃないから」

　そもそも初めての恋だ。〝そんなに〟レベルにも達していない。

「はいはい。まぁとにかく気持ちは伝えなきゃ始まらないからさ」

「うん、わかった」

　理沙はすっかり冷え切ったお茶を飲み干し、先に仕事に戻った。

　

　社員食堂を出てマーケティング部に戻る途中、偶然にも風間と一緒のエレベーターになる。後から乗り込んだのが理沙だと気づき、風間は「よっ」と軽く手を上げた。

　たった今話題になっていた人物を前に、理沙はぎこちなく「うん」と答えるだけ。タイミングよく、ふたりきり。絶好のチャンスだ。

　そう思うと緊張して口が重くなる。それでもなんとか階数ボタンの前に立つ風間に呼び掛けた。

「風間くん」

「ん？」

　理沙の方に振り返り、小首を傾げる。

「……あの、ね」

「どした？」

　風間はまさか、ふたりの関係性について理沙が悩んでいるなんて思いもしないだろう。

「今夜、時間とれない？」

「今夜？」

「うん。……ちょっと話したいことがあって」

　できれば早く結論を出したい。毎日隣で仕事をしているのに、モヤモヤしたままだと仕事に支障も出かねないから。

「今夜か……」

　顎に手を添え、風間は考える素振りを見せる。

「あ、用事があるならいいの」

「今夜はちょっとね」

　今夜がダメなら……。

「明日は？」

「明日明後日って俺、一泊の研修があるんだよね。研修の後なら」

「そっか……。わかった。じゃ、帰って来たらまた改めて」

　タイミングの悪さが恨めしい。もう少し早く美樹に話を聞いてもらって、背中を押してもらえばよかった。

　近頃の理沙は後悔ばかりだ。

「なに、なんの話？　あ、俺とデートしたかったか」

「や、違うから」

　心と真逆に即座に否定してしまうかわいげのなさに呆れる。美樹に『素直が一番』と言われたばかりのくせに。そこで〝うん〟とかわいらしくはにかめば、この曖昧な関係性にも変化が訪れるかもしれないのに。

「そ？　それは残念」

　口笛を器用に吹いておどける。

「ざ、残念ってなに」

　思わせぶりな言葉は心臓に悪い。おかげでドキッとして妙な期待が頭をもたげる。

「俺の正直な気持ちだけど？」

　再びドキッとしたところで、エレベーターが目的の階に到着。チンと鳴った軽快な音に〝はい、終了！〟と言われた気分だった。

　

　仕事を終えた理沙はなんとなく真っすぐ帰る気分になれず、本屋や輸入雑貨の店などに寄り道しつつ小雨が降る空模様の中、傘を差して歩いていた。

　大きな交差点で信号につかまり、青に変わるのを待っていると、ふと視線を向けた反対側の歩道に風間が歩いているのが見えた。

　無意識に「あ、風間くん」とポツリと呟く。

　どこへ行くのかとその姿を目で追っていると、隣を並んで歩く見知った顔に気づいた。

「……え、嘘」

　それは、あの弥生だった。マーケティング部のマスコット的存在の弥生だ。一本の傘の下、仲良く肩を寄せ合っている。

（どうしてふたりが一緒なの――？）

　弥生が風間を好きなのは公然の事実。風間自身もきっと知っているだろう。

　その彼女と一緒にいるということは……。

（もしかしてふたりは付き合ってるの……？）

　かわいらしく素直な弥生に好意を寄せられて嫌な男はいないだろう。そういえば風間は、弥生には優しい対応をしていた気がする。もしも想いを告げられて、自分がフリーだったら即オッケーするに違いない。

　胸の奥がぎゅうぎゅうと捻りつぶされるように痛い。

　楽しそうに歩くふたりはあっという間に人混みに紛れて見えなくなっていき、理沙は信号が青に変わってもその場でしばらく動けなかった。

　

　気づいたら理沙は、自分のアパートにいた。ここまでどうやって帰ってきたのか覚えていない。まさに茫然自失だったようだ。

　傘もきちんと差していなかったのか、洋服が濡れていた。

　バッグを置き、ラグの上に力が抜けたように腰を下ろす。

　風間とは、なにかが始まる前に終わってしまった。残ったのは、彼が理沙の初めての相手という事実だけ。

　もしかしたら彼も自分を好きなのかもしれない。そう悩んでいたのが恥ずかしい。

　そんなわけはないのだ。プライドが高いだけでかわいげのない理沙を好きになるわけがない。

　キスはしたし、体も重ねた。だから少なからず好意はあるんじゃないか。どこかでそう勘違いしていたなんて。

　とことん気持ちが落ちたところで、ふと我に返る。

「……もう悩むのはやめよう」

　どうにもならない恋にグズグズ悩むのは時間の無駄。いつもみんなにそう言ってきたのは理沙だ。

　シャワー浴びてさっぱりすれば、すぐに気分も変わるはず。

　勢いをつけて立ち上がり、バスルームに向かった。

　

　頭から熱いシャワーを浴び、甘い香りのバスソルトをたっぷり入れた湯船にじっくり浸かったら、予想以上にすっきりとした気持ちになった。

　ほらね、大丈夫。始まってもいない恋なんだもん。落ち込む必要なんてない。

　意地っ張りの性格が、こんなときに強力な力を発揮した。

　髪を乾かし、冷蔵庫から冷えたミネラルウォーターのペットボトルを取り出す。キャップを開け、喉に流し込んだときだった。来客を知らせるインターフォンが鳴り響く。

（こんな時間に誰？）

　不審に思いながらモニターをタップすると、そこに思いも寄らない顔が映し出された。

「……嘘、なんで」

　風間だったのだ。

　オートロックを解除して待つこと数分。もう一度鳴ったインターフォンで、理沙はドアを開けた。

「どうして？」

　開口一番そう聞かざるを得ない。弥生と一緒にいた風間が、ここにいるのはおかしいだろう。

「なにか話があるみたいだったから気になって」

「あ、それは……もういいの。って、なんでずぶ濡れなの？」

「いいってなんだよ。とにかく入れて」

「えっ」

　有無を言わせずドアを手前に引き、風間が玄関に足を踏み入れる。理沙は急いで取ってきたタオルを手渡した。

「サンキュ。上がるぞ」

「あ、ちょっと待って……！」

　ごしごしと乱暴に頭を拭いながらズカズカと上がった彼を追う。風間はダイニングキッチンを我が物顔で抜け、ベッド脇のラグの上にドカッと腰を下ろした。

　理沙はテーブルの上に置き去りにしていた雑誌を慌ててテーブルの下にまとめつつ、向かい側に座る。

「弥生ちゃんと一緒じゃなかったの？」

　風間はタオルを持った手を止め、理沙に視線を投げかけた。なんで知ってるんだという目だ。

　ストーキングしていたみたいに聞こえたかもしれないと焦り、「偶然見かけて」と慌てて付け加える。

「一緒だったよ」

「やだな、デートの帰りにほかの女の部屋に寄るなんてやめた方がいいよ？」

　おどけて言う。そうやって冗談めかさないと、今の理沙はやっていられない。なにしろ失恋が確定したばかりの相手を前にしているのだから。

「デートじゃないよ」

「楽しそうに歩いてたのに？」

　これではまるでヤキモチだ。自分の失言に気づいてハッとする。

「……あ、えっと、なにか飲む？」

　誤魔化して立ち上がろうとしたが、風間は理沙の方に素早く移動して手を掴んだ。重なった視線が痛い。

「滝川と一度きちんと話をしようと思って、ここへ来た」

「話って……なんの？」

　弥生と付き合うから、理沙との間にあったことは口外しないようにと言いたいのか。

　夕方見かけたふたりの姿が、理沙にそう思わせる。鼓動が嫌な音を立てて高鳴っていくのを感じた。

「なんとなく曖昧な感じでズルズルきたけど」

　風間の目がやけに真剣だと気づき、鼓動が速まる。

　きっと、ふたりの間に起こった事態はなかったことにしてくれと言うつもりだろう。弥生と付き合うから、はっきりと言っておきたかった。そうなのだろう。

「わかってるから。弥生ちゃんにも余計な話はしないから心配しないで」

　きっぱりと強く言ったつもりなのに唇が震えた。胸がきゅうっと縮まって苦しい。

「……なんの話？」

　風間が訝しげに眉根を寄せる。

「弥生ちゃんと付き合うんでしょ？　だからこれまでの――」

「なに言ってんだよ。ってか、滝川はそれでいいんだ？」

　いいわけがない。でも、風間にそう素直に言える理沙だったら、こんなにも悩まないだろう。素直な性格だったら、自分の想いの行き場に焦って、うじうじ悩んだりしない。

「いいも悪いも、決めるのは風間くんでしょ」

　さらっと言うつもりが拗ねたような口調になり、天邪鬼な自分が嫌になる。

　風間は呆れたようなため息を漏らした。

「彼女個人のことだから話すつもりはなかったけど、告白されたのは事実だ。でも、俺には好きな人がいるからって断った。そしたら彼女から、それじゃ一度だけご飯食べに連れていってくださいって。それで諦めると言われたから、行かないわけにはいかなかったんだ」

　それが今夜だったわけだ。でも……。

「……風間くん、好きな人いるんだ」

「まさかわからないとか言う？」

（もしかして私のことを……？　いやいやまさか）

　意味深に言われて期待する自分も嫌になる。プライドが高くて意地っ張りなうえ、自意識過剰だなんて救いようがない。

「ったく、ほんっと滝川って鈍感なんだな」

「な、なによっ、鈍感で悪かったわね」

「俺が好きなのは」

　そう言って風間は不意に理沙を抱き寄せ、耳もとで囁く。

「滝川、お前だよ」

「……え」

「で、滝川は？　俺が好きだろ？」

「ちょっ、なんでそんなに自信満々――」

　つい突っぱねようとした素直じゃない唇は、風間の唇に塞がれた。ゆっくり一、二、三と数えるくらいで離れて、間近で勝ち誇ったように微笑む。

「好きだよな？」

　どうしてそんなに上から目線なうえ、断定的なのか。

　そんな反発心が頭をもたげたが、それ以上に風間が自分を好きだという事実がうれしくて堪らない。

　理沙が目を逸らして頷いた瞬間、風間は顔を反らして「ックシュン！」とくしゃみをした。

　雨に濡れて冷えたか。

「大丈夫？　寒い？　シャワー浴びた方がいいんじゃない？」

　そのままでいたら風邪をひいてしまう。明日明後日と研修だから、熱でも出たら大変だ。

「そうさせてもらおうかな」

「じゃ、こっち」

　風間をバスルームに案内しつつ、着替えはどうしようかと考える。

　スーツはアイロンをかけるとして、ワイシャツや下着は洗濯して乾燥機にかけようか。乾くまでの間は……。

　そんなことを考えているうちに素早く洋服を脱いだ風間は、いきなり手を掴んで理沙までバスルームの中に引き入れた。

「えっ、ちょっとなに!?」

「滝川も一緒に」

「やっ、私は入ったばかりなの！」

「そんなん別にいいじゃん」

　風間は理沙に有無を言わせず、コックを捻った。ついさっき使ったばかりのため、すぐに熱いシャワーが注ぐ。

「きゃっ、ちょっと濡れちゃうでしょ！」

　ルームウェアを脱ぐ隙もない。

「それじゃ脱ごう」

　風間が理沙の着ているものを脱がせにかかる。

「待ってってば！」

「洋服、濡らしたくなかったら脱いだ方がいい」

　なんてひどい理屈だ。抵抗しつつ素直にバンザイして脱がせやすいようにする自分にもツッコミを入れたくなる。理沙はあっという間に脱がされ、共に素肌を晒したふたりは、どちらからともなく唇を重ねた。

　体を抱き寄せられ、風間の逞しい体を直に感じて胸がときめく。

　早々に割って入ってきた彼の舌は、シャワーにも負けないくらいに熱い。歯列をゆっくりとなぞって、理沙の口腔内から侵していく。その舌の動きが、これまでに彼に教え込まれた官能を目覚めさせ、理沙の体に容赦なく火をつけた。

　背中からゆっくりと移動していく彼の手が理沙の胸の膨らみに到達し、キスだけで硬くしこった蕾を指先でそっと転がす。

「……っふ……ぁ……」

　すぐに反応して漏れた吐息は甘い。

「これだけで気持ちいい？」

　キスを解き、風間が意地悪な目をして理沙を見下ろす。

　わかっているくせにわざわざ聞かないでほしい。

「ならこれは？」

　風間は腰を屈め、理沙の尖端を口に含んだ。

「――ぁんっ」

　やわらかい舌で転がされたかと思えば優しく吸われ、体がピクピクと小刻みに震える。下腹部にもどかしい疼きが生まれ、それ以上の刺激が欲しくなる。

「ふ……んんっ……風間く……」

「これだけじゃ物足らないんだろう？」

　胸もとから見上げた風間に聞かれてコクコクと頷く。

「ふっ、やけに素直だな。いつもの滝川だったら首を横に振るのに」

　風間と想いが通じ合い、虚勢を張る必要がなくなったのだろうか。風間への気持ちを隠し立てしなくてもよくなり、理沙は一気に肩の力が抜けた気がしていた。

　風間の指先がお腹を伝って茂みを抜けていく。その先にある秘園は、彼を待ちわびてじくじくと湿り、熱を持て余していた。

「あぁっ！」

　風間に触れられた途端、生々しい刺激が体を突き抜ける。二回、三回と指が往復しただけで、注ぐシャワーの水音とは違うクチュクチュとした淫猥な音を立てた。

　その指先を理沙に見せ、風間がいたずらっぽく微笑む。ライトに照らされて糸を引く指は、ものすごく濫りがましい。

「すごい濡れ具合。これ、シャワーじゃないよな」

「風間くんの意地悪。わかってるくせに」

「そうやって強がるの、すごくそそる」

　プイッと背けた顔を戻され、乱暴に唇が塞がれる。風間の指は理沙の望み通り秘部に沈んでいく。ぬぷぬぷと容易く。

「……んっ……ふぅ……っは、ぁ……」

　塞がれた唇の隙間から堪えきれず吐息が漏れるが、風間はそれごと飲み込むかのように荒々しく口内を掻き回し、理沙から余裕という言葉まで奪っていく。

　蜜園のすぐ上で息づく秘珠を暴かれ、強烈な痺れが襲ってきた。体がのけ反ったためキスが解け、風間と間近で視線が絡む。

「そんなとろけた目して」

「だって風間くんが……んぁっ」

　花芽をくにくにと捏ねられたら打つ手立てはない。でもそういう風間も、その目に情欲をまざまざと浮かべている。

　ふとお腹のあたりに硬いものがあたり、それが風間自身だと気づいて鼓動がドキッと跳ねる。

「風間くんだって」

　そっと包み込むように触れると、風間の屹立がピクッと動いた。

　ものすごく熱い。これを今から迎え入れるのかと想像するだけで背筋がゾクゾクした。これまでにふたりで過ごした濃密な時間を思い出し、それだけで下腹部から蜜が滴る。

「っ……滝川が気持ちよさそうに感じてる姿見て、平常心でいられるわけがないだろ。……好きなんだから」

　耳もとで唐突に愛を囁かれ、感覚が研ぎ澄まされたのか――。

「あぁっ……！」

　風間が花芽を緩慢に弄んでいただけで軽く達してしまった。ガクンと腰が跳ね、ヒクヒクと下肢が動く。

「今、イッた？」

　恥ずかしくて目を合わせられない。濡れた風間の胸に押し当てて顔を隠す。

「風間くんがいきなり変なこと言うからっ」

「変なことってなんだよ」

　無理に引き剥がされ、強制的に目を合わせられた。

　確かにそれはあんまりだと反省だ。

「……ごめん。でも……私も好きだから」

　素直に言うと、風間は一瞬目を丸く見開いてからシュッと細めた。

「滝川、それ反則」

「どうして」

「かわいすぎる。もうダメだ。我慢の限界」

　風間は「ちょっと待って」と理沙をバスルームに残し、ずぶ濡れのまま脱衣所に行き、小さな包みを手にしてすぐに戻ってきた。

「ここへ来る前に買ってきた」

「……最初からこうするつもりで？」

「あたり前。滝川を必ず手に入れて抱きつぶすって」

「だ、抱きつぶすって……」

　色欲にまみれた強烈な愛情をぶつけられても嫌な気はしない。それどころか、そんな言葉で理沙の秘窟からとろりと蜜が溢れるのを感じた。それが腿を伝ってツツツと垂れていく。

　風間はいきり立った自分自身に薄い膜をつけ、理沙の下腹部にあてがった。

「片方の足、上げて」

　風間の首に腕を回して言われるままに理沙が左足を上げると、風間はそれを腕で支え、十分すぎるほど濡れそぼった蜜窟に切っ先を埋めていく。ずぶずぶと入っていく間にも、その剛直は太さと硬さを増した。

「ぁっ……ん、ふ……」

「っは、やばい。挿れただけで気持ちいい。滝川は？」

「私も……」

　思わず風間の首にしがみつく。風間が自分の中に。そう考えるだけで胸がきゅんと鳴った。

「っく、そんなに締めるなって」

「そんなつもりないんだけどっ」

　心と体は連動しているのだろう。

「早く動けってか」

「そういうわけじゃ――ぁっ……」

　言ったそばから風間がゆっくりと抽送を始めると、挿入だけでは得られない甘い刺激がじわじわと広がっていく。片足立ちで不安定なため、理沙の体がバスルームの壁に押し当てられる。

　ひんやりとした冷たさを感じたのは最初のうちだけ。すぐにそんなものが気にならなくなっていく。次第に深くなっていく律動が理沙の子宮にまで響き、なんとも言えない気持ちよさだ。

「あっ、んん……かざ、ま……くん……っ」

　つい甘ったれた、ねだるような声になる。

「……そんな、かわいい……声、出して……俺を狂わせるつもり、かっ」

　最後の言葉に合わせてぐっと強く突かれ、「ぁあっ！」と高い声がバスルーム内に響いた。そんな理沙に応えるかのように風間の動きが激しくなっていく。

　出しっぱなしにしているシャワーで白く煙る中、ふたりから放たれる芳醇な香りも充満していた。それが鼻孔を伝って神経を侵し、より淫らな気分になる。

　グチュグチュという音まで理沙を高ぶらせ、興奮が極まっていくのを感じていた。

「風間くんっ、もうダメ……っ、イッちゃう……！」

「っ……いいよ、ほら、イッて」

　風間は理沙の腰を抱き寄せ、さらに体を密着させる。そうすることで蜜窟の最深を風間の雄身が突き、快楽が上乗せされていく。

　速まっていく律動で理沙の体が激しく揺れる。

「あ、あ、あ、あ……」

　断続的な嬌声が風間の動きに合わせて漏れては消えていく。弾む体、上がる息。

「んんっ、はぁっ……ああぁっ」

「理沙」

　風間が不意に放ったひと言が、理沙を一気に頂上へ押し上げた。

「やぁーーーーっ！」

　ガクンと揺れた体を風間がしっかり抱きとめる。きゅうっと収縮した蜜壷が脱力し、風間がそこから自身を引き抜く。理沙の足をそっと下ろし、額にキスを落とした。

「……今、名前……なんで」

　いきなり呼び捨てにされ、ものすごくくすぐったい。

「名字の方がいいのか？」

　ううんと首を横に振る。呼ばれるとは思ってもいなかったのだ。

「じゃ、俺も名前で呼べ」

「ええっ、そんなの突然無理！」

　そもそも男の人を下の名前で呼んだ経験はない。

「言うと思った」

　風間がクスンと鼻を鳴らす。

「あとはベッドに移動してじっくりと思ったけど、理沙が意地張ってるからもう少しここで楽しもう」

　風間はそう言って理沙を反転させると、腰をぐいっと引き寄せた。

「えっ」

「えってなんだよ。まだ俺のはギンギンに元気だぞ」

　振り返って反射的に目線を落とすと、言葉のとおり彼のモノはまだまだ力を漲らせている。風間はまだ放熱していないのだから当然だといえば当然だ。最初に見たとき以上に大きくなっているのは気のせいか。

　理沙は思わず喉をごくりと鳴らした。

　つま先立ちになってお尻を突き出した理沙の秘壷に、風間が遠慮なしに剛健な先を突き立てる。

「あっ……」

　つい先ほどまで咥えていたため、迎え入れも簡単だ。ただ、角度が違うため、少し窮屈な感じもする。それがまた気持ちいい。

　壁に手をついて振り向き、しっとりとした眼差しで風間を見つめた。

「すっごくいやらしいな、理沙」

「なっ……ひどいっ」

「違うよ、褒め言葉。そんな顔して見つめられると血が滾る」

　それはきっと、この野性的な体勢のせいもあるだろう。ふと、脇にある鏡に自分たちの姿が映り込んでいるのに気づき、カーッと顔が熱くなる。

　卑猥という言葉がなによりも適したふたりの姿だった。

　思わず下腹部に力が入る。

「……っ、今、自分たちの姿を見て欲情しただろう。いやらしいな、ほんとに理沙は」

「やっ、違うから！」

　即座に指摘されて決まりが悪い。サッと目を逸らして、その目で風間を軽く睨んだ。

「そ？　俺はすごく感じてるけど」

　風間は野獣のような光を宿した目で理沙を見つめ返し、自分の親指に唾液をまぶしたと思ったら、それを理沙の腰の前に伸ばした。

「んぁっ」

　ビクンと体が弾む。風間が理沙の淫芽に触れたのだ。

　それをされると理沙はとても弱い。しかも、そこをゆるゆるといたぶりながら、腰を振り始めたのだ。

「やっ、それ……ダメっ……！」

　残っていたもう片方の手は胸に伸び、ピンと勃った蕾を捏ね回す。弱い三ヶ所を同時に攻められれば、ひとたまりもない。

「ダメ？　……っく……止めてほしいのか？」

　そうじゃない。わかっているくせに。

「……っ」

　そんな言葉が声にすらならない。

「ぁっ……やっ……んんっ」

　お尻に力が入り、風間のモノをぎゅうぎゅうと締め上げてしまう。

「っは、くっ……理沙、すごく……いいっ……やばい」

「わ、た……しもっ……気持ち、いい……ぁっ」

「いっつも強がってる、くせに……。っく、素直でかわい……いな、理沙」

　揺らされ、弱い部分を激しく突かれ、お腹の奥の方が甘い痺れでおかしくなりそうだ。

　淫芽を摘まみ、転がし、擦られ、胸の蕾も連動するような動きで愛撫され、頭の中がチカチカしてくる。すぐにやってきたエクスタシーの波は、理沙を連れ去ろうとしていた。

「はぁっ、はっ……んん、風間くん、またイッちゃ……ぅ……あぁっ」

「俺も限界だっ、理沙、一緒に……っふ、くっ……」

　いっそう激しさを増す律動。ふたりの肌がぶつかる湿った音がバスルームを満たし、一気に熱情が高まる。

「も、イク……っ、あああああぁっ！」

　理沙が自身を解き放つと同時に、風間も短い呻き声を上げてぐっと理沙に腰を押し当てた。

　瞬間、薄い膜に白い飛沫を放つ。しばらく背中から抱きしめられた状態のまま、ふたり揃って呼吸が落ち着くのを待った。

　ぬるっとした感触と共に風間のモノが抜ける。

「これで終わりと思ってる？」

「えっ？」

「ベッドに移動しよう」

　驚くべきことに風間はまだ終わらせるつもりはないらしい。

「さっき言っただろう？　今夜は抱きつぶすって」

「だ、だけど明日は研修があるって！」

　早く帰って休まなければ、明日に差し支える。

「明日の朝、家に寄って着替えてから向かえばいい。移動中に寝るから心配するな。俺の体力を舐めるな」

「いや、でもっ」

　いくらなんでもそれは……と躊躇う理沙の手を引き、バスルームを出て理沙の体を拭う。自分の濡れた体も手早く拭うと、風間は理沙をその場で抱き上げた。

「きゃっ」

　ふたり揃って裸のままだ。

「ちょっと風間くんっ」

「今夜は寝かさないから覚悟して」

　足をばたつかせたが、それで予定を変える風間でないのは理沙もわかっていた。

　ベッドに理沙を下ろし、風間が組み敷くようにする。両手は顔の横で拘束され、もう逃げ場はない。――それ以前に、逃げるつもりは理沙にもないけれど。

「やっと手に入れたんだ。絶対に離さないからな」

　切実に願うような風間の言葉が、理沙の体ばかりか心までとろけさせる。たった今まで繋がっていたのに、また彼を深く感じたくなる。

　唇にキスを落とし、首筋を伝って胸の頂点を目指す。順番に舐めた後、へそを通って下腹部へ移動していった。膝を立たせ、理沙の足を大きく開かせる。

「そんなに開いたらダメっ」

　思わず手を伸ばして露わになった部分を隠すが、すぐにやんわりとどかされる。

「よく見えないだろ」

「恥ずかしいから！」

「今さらなに言ってんだよ」

「今さらでもなんでも――やぁっ……！」

　いきなり肉厚の舌を感じ、それ以上楯突けなくなる。風間は理沙の一番弱い花芯をやわらかな舌で舐り始めた。もう何度も達しているため、容易く快楽を味わい尽くす。

「……ね、風間くん……そこもうダメな、の……ぁっ……んんっ」

「じゃあ俺の名前呼んでごらん」

　レロレロと舌を動かしながら器用に指令を出す。

「名前……って……あぁっん……ふ……やっ」

「ほら、呼ばないとずっとこうしてるぞ」

　ほんの数分前に風間のものを飲み込み、存分に愉悦を堪能したばかりだというのに、理沙のそこはまた新たな熱を欲して疼いていた。なんていやらしいと自分でも思うが、どうしたって制御なんかできない。

「……れ、んやく、ん……ぁ」

「なに？　聞こえない。もう一回」

　優しい口調なのに強制力を秘めた言葉に抗う術は、理沙にない。執拗に花弁を舌でいじられ、意識すら霞んでしまいそうだ。早くもっと強く、硬いもので――。

「……っ、蓮也くん」

「よくできました」

　これでやっとこの先を。そんな予感に心を躍らせる。

　蓮也は理沙の体を反転させ、四つん這いにさせた。そのまま正常位かと思いきや、後背位らしい。

「挿れてもらえると思った？」

「えっ？」

　理沙が小さな声を漏らして振り返ると、蓮也は自分の高ぶったモノではなく、再びそこに顔を埋めて舌で攻め始めた。

「……い、意地悪！　……んっぁ……っふ、あ……やっ……そんなにダ、メ……っ」

　体の前後が逆になったせいか、舌の感触や角度が変わり、また違った刺激を生み出す。

　蓮也は時折じゅるじゅると音を立てて吸い、襞を掻き分けては尖らせた舌を蜜窟に挿入した。

「……ね、ほんとにも……お願い」

「俺のを挿れてほしい？」

　ベッドに突っ伏しながら、うんうんと首を縦に振って頷く。じんじん痺れて堪らない。

「お願いっ……蓮也くん……！」

「理沙にそうやってかわいくおねだりされたら、さすがに俺もね」

　かわいいとは思わないし、おねだりしたつもりもない。ただ、自分の色欲の深さに少し驚いてはいるけれど。きっとそれは、相手が彼だからだ。

　ようやくその気になったのか、蓮也は理沙から一度離れ、二枚目の膜を装着した。

　理沙を仰向けに戻し、腰を引き寄せる。溢れる蜜をまとうように、何度も熱棒を割れ目でぬらぬらと往復させた。

　その硬さもほとばしるほどの熱も、それを飲み込んだときの気持ちよさを予感させて胸がときめく。

「ね、蓮也くんっ」

　早くという願いを込めて名前を呼ぶと、蓮也はふっと不敵な笑みを浮かべてじっとりと濡れた理沙の秘園に己を穿った。

「――ぁあっ」

　今日三度目の挿入のため、一気に奥まで入っていく。最後にひと突きされ、強くも甘やかな気持ちよさが下腹部全体に広がった。子宮の入り口まで到達した感じだ。

「理沙の中、とろっとろだし中の襞が俺にまとわりついてくる。……下手したら三擦り半でイキそうだ」

　それを言うなら、理沙も同じだ。蓮也に焦らされた分、すぐに達してしまいそうなほど極まっている。

　蓮也はしばらく動かずに理沙の中を堪能するようにしてから、スローペースで抽送を始めた。

　何度もイッているはずなのに、まだまだ彼を求め続けたいというとめどない欲望に支配されそうだ。

「……あっ……んっ……もっと……っ」

「理沙……ッエロいな。……っく、もっともっと俺を、欲しがれ」

　蓮也は体を倒して、理沙に覆いかぶさった。背中に腕を回して一度きつく抱きしめてから、理沙の顔の脇で両手を繋いだ。

　蓮也の律動が深まるたびに、絡められた指に理沙もつい力が入る。髪からポタリと垂れる雫はシャワーで濡れたせいなのか、蓮也の汗なのか。額に張りついた髪が妙に色っぽい。

　貪るように理沙の唇を奪い、激しく舌を交わらせた。下の口が潤んでいるせいか、上の口もやけに唾液で湿気を帯びる。唇が離れるといやらしく糸を引いて、それがまた理沙の官能を大きく揺さぶった。

　体中が熱くて、沸騰しそう。

「……蓮也くんっ、ぁっ……はぁっ……好きっ、好きなの……」

　想いを素直に伝えると、こんなにも体が開放的になるものなのか。好きと言うたびに感度が増していく。

「理沙がこんなに……っ……くっ、素直なんて、な……。ほんっとかわいくって……たまんない。……俺も好きだよ」

　そして、蓮也にその言葉を言われると、感度はさらに何倍にも膨れ上がる。

　彼が起き上がり、理沙の臍下を手で押さえながら強く突き上げた。その部分に蓮也の熱杭をまざまざと感じ、烈火にも似た強い快感がやってくる。

「やっ、イクからっ……イッちゃ……う……やっぁ、あ、あ、ああああ！」

　もうダメ。そう思った直後、弾けるような感覚に身を委ねた。ピンと伸ばした足が脱力してシーツに落ちる。

「理沙、まじでかわいい。でも、まだまだ」

　息を荒げる理沙に容赦のない言葉を投げかける。蓮也は理沙を抱き上げて体を起こした。もちろん局部は繋がったままだ。

　ゆらゆらと舞い落ちる花びらのように理沙が絶頂から下りきるのを待つまでもなく、蓮也が座って抱き合った状態で再び下から突き上げる。

「ちょっ……と待って」

　感覚が剥き出しになっているためくすぐったい。

「ゆっくりしてるから、早く戻ってこい」

「そんなっ……」

　そう反論したのも束の間、再び甘い刺激に理沙の体が反応する。

「……ぁ、ん」

　蓮也の体にあたって花芽が擦れ、それがなんとも言えず気持ちがいい。

　理沙の反応に気づいた蓮也は、徐々に動きを速めた。

「り、さ……っ理沙」

　どうしてだろう。蓮也に名前を呼ばれると胸の奥がきゅうっとなる。愛しくて、切なくて、涙が出そうだ。

　蓮也は何度も理沙の名前を呼びながら、今度は自分がベッドに寝た。理沙は彼に跨っている状態だ。

「え、蓮也くん、これって……」

　どうしたらいいのかわからず、頼りなく問いかける。

「なに、理沙は騎乗位が好きなんじゃなかった？」

「な、なにそれ」

「支配してる感じが好きって。結婚式の二次会で言ってただろ？」

　蓮也に言われ、ハッとする。体位の話になったときに恥ずかしげもなくそう言った記憶が蘇った。でも当然、そのときの理沙に経験はない。

「……蓮也くんの意地悪っ」

　とんでもない失言を今すぐ消したい。

　理沙が拗ねると、蓮也はクスッと笑って軽く腰を突き上げた。

「ぁっ……」

　奥を突かれたため理沙の体が弾む。不意打ちはやめてほしい。

「理沙が好きなように動いてみて」

「好きなようにって……」

　そう言われてもどうしたらいいのか。そこでふと、対面座位になったときの動きを思い出した。膝立ちになり、上下にゆっくりと動かしていく。蓮也が両手を繋いでくれたため、バランスも取りやすい。

　ぎこちなく動いているうちに、自分の好きな位置にあてられると気づいた。

「んんっ……あっ」

「理沙、気持ちいい？　上手だよ」

　そう言われていい気になる。蓮也も気持ちよくしてあげたくて、必死に腰を振った。理沙が下に動くタイミングで蓮也も腰を突き上げるため、深いところに届く熱棒が全身に甘い痺れを伝えていく。ただ慣れないせいか、高みを目指すにはもう少し。

「っ……理沙、すごくいいけど、それじゃ足りない」

　蓮也はいきなり起き上がり、代わりに理沙を横たえた。蓮也ももどかしかったのだろう。正常位に戻して理沙の両膝を持ち、少しずつ律動を深める。

「ぁ、あ……んっ」

　すぐにやってきた波が理沙を押し上げ、高い場所へと遠慮なく連れていく。奥を突かれて、意識を保つのに必死だ。

「……ね、蓮也くん……もぅ、ダメ……っ」

「っく……まだだ、よっ」

　そう言って最奥を穿ち、体を倒して理沙を抱きしめる。奪うように口づけをされ、口腔内を彼の舌が掻き回す。

「っぅ……は、ん……蓮……っくん、ふっ……」

「……理沙、好き……だっ……っく」

　蓮也に体中を侵され、頭が白んでくる。視界までチカチカと霞み、今日一番の大きな淫楽の渦に巻き込まれていく。

「ほんと、に……っ、も……ぁあっ、……蓮……ぁっふ、ぁ……イ」

「り……さっ、……っく」

　最後の〝イク〟が蓮也のキスに飲まれ、ふたり同時に体が激しく弾んだ。

　

　理沙は、優しい風に吹かれたブランコに揺られているような、とても穏やかな感覚に包まれていた。それまでの激しく濃密な時間が嘘のように、狭いベッドで蓮也に後ろから抱きしめられてまどろむ。

　窓の外、空は朝を引き連れてすぐそこまで迫っている。遠く東の空が白み始めた。

「朝になっちゃったね」

「だな」

　かすれた声で蓮也が頷く。

「ほんとにこの後の研修、大丈夫なの？」

　彼は宣言したように、本当に朝まで理沙を抱き通したのだ。愛の言葉を囁き合い、視線を絡め合い、何度繋がったのかわからないほど。理沙の体にはその余韻がまざまざと残っている。

　一睡もせずに研修なんて無謀だと、理沙が心配になるのも無理はないだろう。

「俺を誰だと思ってる？」

「すごい自信」

「あたり前だろう。理沙を手に入れたから完全無欠だ」

　クスッと笑った理沙を後ろからギュッと抱きすくめた。

　そう言われ、改めて蓮也と想いが通じ合ったのだと実感する。淡く抱いていた恋心が、こんな未来を連れてくるなんて思いもしなかった。

　蓮也に挑んだ無謀なチャレンジが、大きな幸せを連れてきた。彼に後ろから抱きしめられ、途方もない歓びに包まれる。

「理沙、結婚しよう」

　それは唐突なプロポーズだった。

「やだ、なに突然」

　ぱっと振り返った理沙の唇にちゅっと軽いキスをした蓮也は、不服そうに目を細めた。

「まさか嫌だって？」

　理沙の体を反転させ、自分の方に向かせる。

「そうじゃなくて」

「じゃあなんだ」

「いきなりすぎて心の準備が」

　お互いの気持ちを伝え合ったのは昨夜。その翌朝にプロポーズだなんて考えてもみなかったから。

「俺は、理沙を誰にも渡したくない。完全に俺のモノにしたいんだ」

　独占欲を露わにした蓮也の言葉に、理沙の胸が高鳴る。

　たったひとつ、自分を偽ったせいで本当の自分を出すのが怖かった。

　強がってばかりで意地っ張りな理沙が、素直になれる唯一の場所。それがきっと蓮也の隣に違いない。

「返事は？」

　蓮也が理沙の鼻先に軽くキスをする。

「……今すぐ？」

「五年も理沙を想ってたんだぞ。少しは俺の気持ちも考えてくれ」

「五年!?」

　なんの話をしているのかと聞き返す。

「そ。入社したときから理沙ひと筋」

（嘘でしょ。女性にモテモテの蓮也くんが、入社のときから私を……？）

「そんなの知らなかった……」

　想像すらできないくらいに驚きの事実だった。

「理沙が社内の人間とは付き合わないって公言していたせいだろ？　だから理沙は、責任を取って俺と結婚するしかない」

　なんて上から目線の強制的なプロポーズだろう。それなのに全然嫌じゃない。

「仕方ないから結婚してあげる」

　同じく高飛車に答えて得意げに笑った。

「仕方ないからってなんだよ」

　優しく目を細め、理沙の頬を軽く抓る。

「だって、私を好きで好きでたまらないみたいだから」

「それは理沙もだろ？」

　蓮也は体を起こして、理沙を組み敷いた。両手を拘束され、心も体も完全に降参状態。

「……うん。蓮也くんが大好き」

　素直に言った瞬間、蓮也の顔に照れが浮かび、またたかせた目にすぐさま熱が宿る。

「そんなこと言われたら、また抱きたくなる」

「ダ、ダメだってば！　これから研修でしょ!?」

「五年間もお預けだったんだ。今日くらいは許せ」

　理沙の抵抗をものともせず、素肌にキスを落としていく。

「理沙がもっと欲しい」

「やっ、待っ……んぁっ」

　甘い時間の再来に、理沙自身の体も解けていったのだった。
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　濃蜜ラブルージュさんでは〝はじめまして〟になります。紅くれないカオルです。

　この度は本作を最後までお読みくださり、ありがとうございました。同期との激しくも甘い攻防戦は、お楽しみいただけたでしょうか。

　

　あるひと言がきっかけで高嶺の花扱いされてしまった理沙は、風間の巧みな誘導で自分の気持ちにも素直になれ、心も体も健全な愛を手に入れました。

　やはり素直になるのが一番だよねと、私自身も自分の行動に照らし合わせて考えた作品でもあります。

　

　ＴＬは何作か書いているものの、ここまで過激なものの執筆は未経験。お誘いをいただいたときには、私にそんなに濃厚なラブシーンを書けるの？　と不安しかありませんでした。しかも、作中の七割から八割はベッドシーンといった内容のお話をされ、そこまで手札がない！　と焦りまくったものです。

　幸いにも担当様には懇切丁寧にご指導をいただき、何度も修正を重ねて、ようやくめちゃくちゃエロいラブストーリーを完成させることができました。

　でも間違えていただきたくないのは、濃蜜ラブルージュさんの作品は、ただエロいだけではないということです。数あるＴＬに比べて圧倒的にラブシーンが多いのはたしかなのですが、なによりも心情を大切にしているレーベル。それが濃蜜ラブルージュです。

　ヒロインに感情移入できるかが重要で、一つひとつの行動に、どれだけ読者の皆様が納得できるか。今回執筆してみて、そこをとても重要視しているように感じました。

　ぜひぜひ、ほかの作家様の作品も読んでみてくださいね！

　ここまでお読みくださり、本当にありがとうございました。またこのような機会を通してお会いできますように……。





紅カオル










【著者紹介】

茨城県在住。２０１６年、第４回ベリーズ文庫大賞の新人賞を受賞し書籍デビュー。

活字と妄想が何よりの好物です






濃蜜ラブルージュ

一いち夜やの過あやまちからエリート同どう期きの

溺でき愛あいが始はじまりました

〜本ほん気きの求きゅう愛あいと強つよがりな秘ひ密みつ〜



2020年11月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　紅カオル

■イラスト　北沢きょう

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　BELL'S GRAPHICS



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Kurenai Kaoru ©Kyo Kitazawa
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